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１

八
四
〇
（
開
成
五
）
年
八
月
二
十
二
日
、
念
願
の
長
安
入
城
を
果
た
し
た
円
仁
が
、

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
、
会
昌
（
八
四
一
―
八
四
六
年
）
の
廃
仏
に
関
す
る
、
克
明

な
記
述
を
残
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
宰
相
李
徳
裕
の

無
登
録
僧
追
放
の
指
示
（
八
四
二
年
三
月
三
日
条
〈
巻
三
〉）
に
始
ま
り
、離
京
後
一
年
余

り
を
経
た
、
新
天
子
宣
宗
の
復
仏
（
八
四
六
年
五
月
二
十
二
日
条
〈
巻
四
〉）
に
至
る
。

廃
仏
の
原
因
、
発
動
に
至
る
背
景
が
複
合
的
で
あ
る
こ
と
も
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
教
を
偏
愛
す
る
武
宗
に
よ
っ
て
尖
鋭
化
し
た
道
・
仏
衝
突
の

構
図①
、
増
殖
し
た
教
団
に
よ
る
国
家
財
政
の
浸
蝕②
、
廻ウ

イ
グ
ル鶻

・
吐チ

ベ
ッ
ト蕃

問
題
が
惹
起
し
た

不
寛
容
な
排
外
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム③
、
更
に
は
、
何
れ
の
論
点
を
も
精
通
・
体
現
し

た
か
に
見
え
る
李
徳
裕④
が
、
牛
李
の
党
争⑤
の
最
終
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
（
牛
僧
孺
‥

八
四
四
年
左
遷
・
八
四
八
年
没
、
李
徳
裕
‥
八
四
六
年
失
脚
・
八
四
九
年
没
）、
財
政
再
建
・

反
宦
官
主
導
政
治
・
反
仏
教
・
反
独
立
藩
鎮
の
諸
原
則
を
、
い
わ
ば
原
理
主
義
的
に

強
行
突
破
し
た
等
、
宗
教
的
・
経
済
的
・
文
化
的
・
政
治
的
・
軍
事
的
諸
観
点
で
あ

る
。経

済
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
筆
者
に
と
っ
て
、『
日
記
』
中
、
最
も
気
に
掛
か
る
件

り
は
、『
日
記
』
の
み
に
見
え
て
唐
側
史
料
に
は
見
え
な
い⑥
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
極
め

て
屈
辱
的
な
廃
仏
勅
令
中
の
文
言
、「
資
（
銭
）
財
を
愛
惜
し
、（
自
ら
）
還
俗
を
情
願

す
る
僧
尼
（
者
）」（
八
四
二
年
十
月
九
日
条⑦
〈
巻
三
〉）
で
あ
る
。
だ
が
、
し
ば
し
ば
い

わ
れ
る
よ
う
な
教
団
の
腐
敗
・
堕
落⑧
は
、
些
か
絞
切
り
型
の
説
明
に
過
ぎ
よ
う
。

経
済
的
観
点
よ
り
見
れ
ば
、
九
世
紀
、
格
差
深
ま
る
デ
フ
レ
経
済
（「
銭
重
物
軽
」）

の
許
で
、
銅
材
の
確
保
に
行
き
詰
ま
っ
た
政
府
当
局
は
、
最
大
の
銅
器
使
用
集
団
を

標
的
に
、
伝
統
的
か
つ
最
大
規
模
の
銅
禁
政
策⑨
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
廃
毀
寺
院

の
銅
材
を
鋳
潰
し
て
鋳
造
さ
れ
た
会
昌
開
元
銭
は
、
愚
直
と
は
い
え
、
デ
フ
レ
克
服

へ
向
け
た
一
手
段
で
あ
っ
て
、
公
平
に
見
て
、
会
昌
新
政
の
政
策
的
一
貫
性
・
統
合

性
は
、
他
に
抜
き
ん
で
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
中
国
に
お
け
る
質
屋
・
高
利
貸
の
起
源
と
目
さ
れ
る
寺
院
系
金
融
機
関
に

相
対
し
、
廃
仏
は
債
権
破
棄
、
つ
ま
り
徳
政
令
た
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る

情
報
は
、『
日
記
』
に
も
唐
側
史
料
に
も
殆
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
、

経
済
・
金
融
を
め
ぐ
る
思
想
的
衝
突
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
沙
金
・
銅
銭
等
、
円
仁
の
費
用
の
周
辺
を
取
り
上
げ
た
旧
稿⑩
に
引
き

続
き
、『
日
記
』
を
透
し
て
、
九
世
紀
中
国
の
経
済
・
社
会
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

２

八
四
五
（
会
昌
五
）
年
十
一
月
三
日
、
祠
部
牒
無
き
外
国
人
僧
侶
と
し
て
強
制
還

俗
・
本
国
送
還
の
命
を
受
け
長
安
を
追
放
さ
れ
た
円
仁
は
（
五
月
十
五
日
）、
駅
継
ぎ

に
よ
る
不
自
由
な
長
旅
の
末
、
結
局
は
山
東
半
島
突
端
、
新
羅
人
縁
り
の
赤
山
法
花

院
、
当
院
自
体
は
既
に
破
壊
さ
れ
尽
く
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
庄
園
内
の
一
房
に
落

続
・
円
仁
の
『
日
記
』
を
読
む

―
廃
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―
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ち
着
き
（
九
月
二
十
二
日
）、
今
だ
進
行
中
の
廃
仏
を
「
三
・
四
年
已
来
」
と
概
括
し
て

い
る
。
廃
仏
が
恐
ら
く
は
周
到
な
準
備
の
上
、遅
く
と
も
八
四
二
（
会
昌
二
）
年
に
は

本
格
化
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る⑪
（
表
Ａ 

廃
仏
の
経
過 

参
照
）。

『
日
記
』
が
廃
仏
の
経
過
と
共
に
記
す
廻
鶻
問
題⑫
（
八
四
二
年
三
―
四
月
〈
巻
三
〉
〜

八
四
三
年
九
月
十
三
日
〈
巻
四
〉）・
藩
鎮
昭
義
軍
の
反
乱⑬
（
同
右
〜
八
四
四
年
九
月
〈
巻

四
〉）
は
、
太
原
府
兵
士
の
反
乱
・
処
刑
（
同
年
八
月
〈
巻
四
〉）
と
併
せ
、
廃
仏
の
背

景
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
近
間
で
勃
発
し
た
連
続
的
動
乱
で
あ
る
（
廻
鶻
問
題
・
昭

義
軍
の
乱
略
図 

参
照
）。

内
紛
と
そ
れ
に
続
く
黠キ

ル
ギ
ス

戛
斯
の
侵
攻
に
よ
っ
て
廻
鶻
国
が
瓦
解
す
る
と
、
程
無
く

そ
の
南
下
勢
力
が
唐
朝
北
辺
に
断
続
的
な
脅
威
を
与
え
始
め
た
（
八
四
〇
年
十
月
、

八
四
二
年
正
月
・
三
月
〈『
新
唐
書
』
巻
八
、
武
宗
本
紀
〉）。
南
下
勢
力
は
、

オ
ル
ム
ズ

没
斯
を
中

心
に
朱
邪
赤
心
・
僕
固
某
・
那ナ

イ
ル
チ
ュ
ル

頡
啜
ら
か
ら
な
る
集
団
と
、
遅
れ
て
南
下
し
た
烏
介

可
汗
の
集
団
（
八
四
一
年
十
一
月
、天
徳
軍
方
面
へ
〈『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
六
〉）
に
大
別

さ
れ
る
。
前
者
は
、

没
斯
が
赤
心
・
僕
固
を
殺
害
し
た
の
ち
唐
側
に
投
降
（
八
四
二

年
三
・
四
月
〈
同
右
〉）、
赤
心
配
下
を
吸
収
し
た
那
頡
啜
は
東
走
し
て
盧
龍
軍
節
度
使

張
仲
武
に
撃
破
さ
れ
る
等
、
分
裂
の
道
を
辿
っ
た
。
一
方
、
後
者
は
、
廻
鶻
へ
降
嫁

し
て
い
た
武
宗
の
叔
母
太
和
公
主
を
黠
戛
斯
か
ら
奪
取
、
唐
の
食
糧
支
給
は
引
き
出

し
た
も
の
の
（
八
四
一
年
十
二
月
〈
同
右
〉）、
振
武
城
・
天
徳
城
借
用
の
要
求
は
受
け

入
れ
ら
れ
ず
北
辺
の
掠
奪
は
加
速
、
遂
に
可
汗
直
下
の
10
万
と
号
す
る
大
勢
力
が
雲

州
城
門
に
迫
っ
た
（
八
四
二
年
八
月
〈
同
右
〉）。

情
報
収
集
・
懐
柔
外
交
を
駆
使
し
つ
つ
事
態
を
注
視
し
て
い
た
唐
朝
は
、
同
年
九

月
以
降
、
完
全
な
臨
戦
体
制
に
入
り
、
河
東
節
度
使
劉

（
同
年
三
月
、
振
武
軍
節
度

使
よ
り
転
任
）
率
い
る
討
伐
軍
は
雁
門
関
・
雲
州
へ
と
展
開
、明
く
る
八
四
三
年
正
月
、

振
武
軍
に
迫
っ
た
烏
介
可
汗
本
隊
へ
の
襲
撃
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
（
同
右
、
巻

二
四
七
）。
そ
し
て
、
こ
の
作
戦
を
指
揮
、
可
汗
を
敗
走
さ
せ
た
石
雄
は
、
太
和
公
主

を
無
事
保
護
、
公
主
は
二
月
末
、
長
安
帰
還
を
果
た
す
（『
旧
唐
書
』
巻
一
六
一
、
劉
・

廻鶻

党項

吐蕃

長安

霊州 塩州 夏州 石会関 楡社

磁州

宣務柵

潞州
沢州

許州
徐州

揚州

赤山

蒲州

孟州 洛陽

翼城 天井関
万善柵

河中節度使

河陽三城節度使

烏嶺

昻車関

天徳軍 振武軍 横水柵

雲州
雁門関
五台山

太原 鎮州

邢州
魏州

滑州

魏博節度使

義成軍節度使

忠武軍節度使
武寧軍節度使

淮南節度使

河東節度使 成徳軍節度使

盧龍軍節度使
幽州

朔州

昭義軍節度使

廻鶻問題・昭義軍の乱略図
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表A　廃仏の経過
『日記』 中国史料

vol.3 841.6.11  武宗降誕日，禁中で内供奉談論大徳・道
士が談論するも，道士のみ紫衣を賜る．

  宝月三蔵，武宗に帰国を直訴して仇士良
の怒りを買う．15 三蔵の弟子・通事を杖
刑に処す．

8.7 円仁 左街功徳使に帰国を申請．
11.1 彗星の出現（～ 12.8）．

842.2.1 仇士良 観軍容使に就任．
3.3 李徳裕 無登録僧の追放を指示．
3.8  功徳使巡院，興禅・青龍・資聖 3寺の外

国人僧侶に，安住・無断出国停止を通達．
3-4 廻鶻の振武軍侵入．
5.25 功徳使巡院，外国人僧侶の行状を調査．
5.29 内供奉講論大徳，左右街各 20 名を停止．
6.11 降誕日の御前談論，道士のみ紫衣を得る．
10.9  焼煉・呪術・禁気に通じる者，脱走兵・

犯罪者・職人にまぎれる者・姦婬者たち
の強制還俗，僧尼所有の銭物・穀物・田
地・荘園没収・国有化の勅．

 功徳使 諸寺に僧侶の外出禁止を通達．
  仇士良 勅を拒み，長安での百日間執行猶

予を請願．
843.1.17・18  資財を愛惜し自ら還俗した僧尼，左右

街で計 3,491 人（資聖寺 37 人）．
1.28 仇士良 左街外国人僧侶 21 人を慰安．
2.1  功徳使，還俗僧・追放僧の入寺・在京禁

止を通達．
2.25 廻鶻降嫁の太和公主，長安へ帰還．
4 摩尼教師僧形で殺害される．
5.25 功徳使巡院，外国人僧侶の行状を調査．

841.6  武宗 道士趙帰真らに命じ，三殿に九天道場を建
てさせる（『資治通鑑』巻 246，『唐会要』巻 50・
尊崇道教）．

8 仇士良 観軍容使となる（『資治通鑑』巻 246）．
11  彗星出現し 56 日で消滅（『旧唐書』巻 18 上・武

宗本紀，巻 36・天文志下，『唐会要』巻 43・彗
孛）．

842.1  李徳裕 司空となる（『新唐書』巻 63・宰相表下）．
廻鶻 横水柵・天徳軍・振武軍を侵略（同上巻 8・
武宗本紀）．

3 廻鶻 雲州・朔州を侵略（同上）．
  河東節度使劉  廻鶻を討つ（『旧唐書』巻 18 上・

武宗本紀）．
4  江淮の摩尼寺を閉鎖（『李文饒文集』巻 5「賜回鶻
可汗書意」，傅璇琮・周建国『李徳裕文集校箋』河
北教育出版社，2000 年に拠る）．

9  廻鶻南面招討使劉 らの軍勢 太原に集結（『旧唐
書』巻 18 上・武宗本紀，『新唐書』巻 8・武宗本
紀）．

11  趙帰真 帰道門両街都教授博士となる（『唐会要』
巻 50・尊崇道教）．

843.1  廻鶻・摩尼寺の荘宅・銭物は，功徳使・御史台・
京兆府が点検収管（『李文饒文集』巻 3「討回鶻
制」）．

2  太和公主の長安帰還（『唐会要』巻 6・和蕃公主雑
録）．

4  昭義軍節度使劉従諫病没し，おい劉稹実権を掌
握，李徳裕のみ軍事介入を主張（『資治通鑑』巻
247）．

5  劉従諫・稹の官爵を削奪し昭義軍を討つ（同上）．
  禁中に望仙観を築造（『旧唐書』巻18上・武宗本紀）．
6  禁中神濃寺で出火，仇士良卒（同上）．

  万年県東市・禁中神龍宮で出火（同上巻 37・五行
志，『唐会要』巻 44・火）．

8  万年県東市で出火（『旧唐書』巻 18 上・武宗本紀）．
12  横水柵兵士1,500人待遇をめぐり太原で反乱（同上）．

844.1 断屠を緩める（同上）．
2  太原反乱兵士楊弁及び54人東市で斬られる（同上）．
3 趙帰真 左右街道門教授先生となる（同上）．
4 三元日を定める（『唐会要』巻 41・断屠釣）．
6  仇士良の官爵を追削し家財を没収する（『資治通
鑑』巻 247）．

閏 7 李紳 淮南節度使となる（同上）．
8   劉稹 部下に殺され昭義軍の反乱終息（同上）．

 劉稹の首 長安に到着（同上）．
10  李徳裕 昭義軍反乱の原因を牛僧孺・李宗閔の失

政に帰し，牛派を徹底処分（同上）．
845.1  南郊壇に望仙台を築造（『旧唐書』巻 18 上・武宗

本紀）．
4  祠部検括：整理した寺 4,600・蘭若 40,000，還俗
僧尼 260,500 人（同上）．

7-8  没収寺院財産：上田数千万頃・奴婢 150,000 人（同
上）．長安・洛陽は両街各 2寺ずつを残し，寺ご
との僧侶を長安 30人・洛陽 20人に制限．諸道藩
鎮の治所等では，各 1寺のみを残し，10人ないし
7人の僧侶に留める．廃寺の銅像・鍾磬は塩鉄使
が収管，銅銭を鋳造．景教・回教・祅教の信徒
2,000 余人も強制還俗（『資治通鑑』巻 248）．

vol.4 6.3・23  仇士良の官職辞任と死．25 家財没収．
6.11 降誕日の御前談論，道士のみ紫衣を賜る．
6.13  韋宗卿『涅槃経疏』20 巻焼却される．
6.27・28・29  不審火相次ぐ（東市・禁中・長楽門

外）．
9.13  昭義軍の反乱．廻鶻は唐軍に大敗．京兆府

は新たに頭をつつめる僧侶 300 余人を打
殺．

844.3  五台山・普光王寺・終南山・法門寺への供
養・巡礼を禁ず．李徳裕・李紳 三元日を制
定．九天道場の造営．僧侶外出禁止令（午後）
の徹底．

7.15  盂蘭盆会の花果 例年以上に贅を尽くす．
李紳 淮南節度使に転出．小規模寺院・仏
事施設の破壊．

8  武宗郭皇太后を毒殺，蕭皇后を射殺．太原
府兵士 3,000 人の反乱・処刑．

9  昭義軍の大敗．仇士良の子を打殺．趙帰真
神仙台築造を説く．

10  禁中で神仙台（高さ 150 尺）の築造始ま
る．長安で破壊された小寺 33 ヶ所．

11  南郊壇の特別修造が命じられる．
845.1.3  祭天儀礼（南郊壇）．道士に仙丹調剤を命ず．
3.3  神仙台の完成．寺院財産処分・僧尼強制還

俗の勅．
4-5  40 歳以下・50 歳以下・50 歳以上の祠部牒

無き僧尼の強制還俗．祠部牒無き外国人僧
侶の強制還俗・本国送還が決まり，円仁も
長安を離れる（5.15）．
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石
雄
伝
）。

廻
鶻
問
題
が
漸
く
沈
静
化
し
た
頃
、
今
度
は
昭
義
軍
節
度
使
へ
の
武
力
介
入
が
始

ま
る
。
半
独
立
的
な
河
北
三
鎮
（
盧
龍
軍
・
成
徳
軍
・
魏
博
）
へ
の
藩
屛
・
楔
と
し
て
、

当
藩
劉
従
諫
・
劉
稹
の
因
習
的
な
世
襲
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
李
徳
裕
の

立
場
で
あ
っ
た
。

昭
義
軍
包
囲
戦
の
陣
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
河
陽
節
度
使
王

茂
元
は
万
善
柵
、
河
東
節
度
使
劉

は
昻
車
関
・
楡
社
、
成
徳
軍
節
度
使
王
元
逵
は

邢
州
方
面
、
河
中
節
度
使
陳
夷
行
は
翼
城
方
面
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
、
王
元
逵
を
沢
潞

北
面
招
討
使
、
何
弘
敬
（
魏
博
節
度
使
）
を
南
面
招
討
使
、
李
元
佐
（
武
寧
軍
節
度
使
）

を
晋
絳
行
営
諸
軍
節
度
招
討
使
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
て
、
八
四
三
年
七
月
中
旬
を
期

し
、
五
道
よ
り
一
斉
攻
撃
を
仕
掛
け
る
手
筈
で
あ
っ
た
。
な
お
、
戦
端
が
開
か
れ
た

の
ち
の
追
加
人
事
と
し
て
、忠
武
軍
節
度
使
王
宰
を
王
茂
元
（
九
月
病
没
）
に
代
わ
り

河
陽
行
営
攻
討
使
、
劉

を
義
成
軍
節
度
使
次
い
で
河
陽
節
度
使
、
前
荊
南
節
度
使

李
石
を
河
東
節
度
使
次
い
で
太
子
少
傅
（
分
司
）、
河
中
節
度
使
崔
元
式
（
陳
夷
行
は

十
一
月
没
）
を
河
東
節
度
使
、
先
の
殊
勲
、
天
徳
軍
防
禦
使
石
雄
を
晋
絳
行
営
節
度
副

使
、
次
い
で
李
元
佐
に
代
わ
り
晋
絳
行
営
節
度
使
、
更
に
は
河
中
（
の
ち
河
陽
）
節
度

使
に
任
命
し
て
い
る
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
七
）。

目
ま
ぐ
る
し
い
人
事
に
も
そ
の
一
端
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
況
の
推
移

は
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
円
仁
は
、
5
万
の
兵
馬
、
一
日
20
万
貫
の

費
用
を
賄
う
た
め
に
、
内
庫
・
官
庫
・
官
庁
経
費
（「
百
司
判
銭
」）
が
総
動
員
さ
れ
、

又
、昭
義
軍
進
奏
院
（
長
安
留
守
居
役
）

孫
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
七
、八
四
三
年
四
月

条
の
姜
崟
か⑭
）
が
剃
髪
し
て
僧
に
成
り
済
ま
し
た
と
の
告
発
の
た
め
、左
右
街
功
徳
使

に
よ
る
名
簿
に
名
の
無
き
僧
に
対
す
る
強
制
還
俗
・
本
籍
地
送
還
が
徹
底
さ
れ
、
京

兆
府
は
新
参
僧
三
百
余
人
を
打
殺
し
た
と
記
す
一
方
、
度
重
な
る
武
宗
の
督
促
に
も

拘
わ
ら
ず
、
討
伐
軍
は
昭
義
軍
藩
境
を
突
破
出
来
ず
、
前
線
の
牧
童
・
農
夫
を
捉
え

て
は
都
に
送
り
込
み
、
反
乱
者
だ
と
偽
っ
て
残
忍
に
処
刑
し
て
い
る
の
だ
と
の
、
長

安
市
民
の
噂
を
伝
え
る
（
八
四
三
年
九
月
十
三
日
・
八
四
四
年
七
月
十
五
日
〈
巻
四
〉）。

王
元
逵
は
宣
務
柵
を
攻
略
す
る
が
（
七
月
）、進
撃
せ
ず
、何
弘
敬
は
模
様
眺
め
で
、

南
部
戦
線
、
万
善
柵
は
賊
軍
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
る
（
八
月
）。
石
雄
が
烏
嶺
を
突
破
し

（
九
月
）、
忠
武
軍
の
兵
を
率
い
た
王
宰
が
天
井
関
を
攻
略
、
漸
く
沢
州
進
攻
が
緒
に

つ
き
（
十
二
月
）、
北
部
で
は
石
会
関
が
確
保
さ
れ
た
（
八
四
四
年
三
月
、『
資
治
通
鑑
』

巻
二
四
七
）。
東
部
三
州
、
邢
・

・
磁
州
が
雪
崩
れ
を
う
っ
て
王
元
逵
・
何
弘
敬
に

降
り
（
閏
七
月
）、
昭
義
軍
は
自
壊
の
道
を
歩
む
。
す
な
わ
ち
、
劉
稹
が
配
下
に
殺
さ

れ
、
潞
・
沢
州
が
王
宰
に
降
っ
て
、
反
乱
は
終
結
し
た
の
で
あ
る
（
八
月
、
同
右
、
巻

二
四
八
）。

こ
の
一
年
余
り
の
戦
闘
の
最
中
、
太
原
府
で
は
待
遇
へ
の
不
満
か
ら
楊
弁
以
下

千
五
百
人
の
兵
士
が
反
乱
を
起
こ
し
、
劉
稹
と
結
ぶ
動
き
を
見
せ
た⑮
。
話
は
廻
鶻
問

題
に
遡
る
。
嘗
て
河
東
節
度
使
と
し
て
烏
介
可
汗
を
撃
破
し
た
劉

は
、
そ
の
後
も

三
千
人
を
横
水
柵
に
駐
屯
さ
せ
て
い
た
が
、
戦
闘
中
の
楡
社
か
ら
二
千
人
の
派
兵
を

要
請
さ
れ
た
太
原
府
で
は
、
新
任
の
李
石
が
、
こ
の
横
水
柵
兵
士
千
五
百
人
を
帰
還

さ
せ
事
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
出
征
兵
士
一
人
に
つ
き
絹
二
匹
を

支
給
す
べ
き
所
、
府
軍
は
底
を
つ
き
、
自
腹
を
加
え
て
も
一
人
一
匹
が
や
っ
と
で
あ

る
。
時
に
八
四
三
年
十
二
月
末
、
せ
め
て
元
旦
を
過
ぎ
て
か
ら
の
出
発
を
と
い
う
要

求
も
斥
け
ら
れ
た
兵
士
は
、
遂
に
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
（
同
右
、
巻
二
四
七
）。
円
仁

も
伝
え
る
、
兵
士
た
ち
は
、「
三
年
も
廻
鶻
を
討
ち
辛
苦
疲
乏
し
て
い
ま
す
。
近
頃
故

郷
に
帰
り
着
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
父
母
親
族
の
顔
さ
え
見
て
お
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か

別
の
兵
馬
を
派
遣
し
て
下
さ
い
」
と
再
三
訴
え
た
の
だ
と
。
兵
士
た
ち
に
寄
せ
ら
れ

た
、
長
安
市
民
の
同
情
を
反
映
す
る
口
述
と
思
わ
れ
る
。
反
乱
は
八
四
四
年
二
月
に

は
鎮
圧
、
捉
え
ら
れ
た
首
謀
者
楊
弁
と
兵
士
54
人
は
、
昭
義
軍
の
捕
虜
と
同
様
に
、

長
安
東
市
狗
脊
嶺
で
斬
ら
れ
た
。

昭
義
軍
討
伐
戦
の
人
的
・
経
済
的
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
王
国
堯
氏
は
、『
日
記
』
の

情
報
、「
5
万
の
兵
馬
、
一
日
20
万
貫
」
と
併
せ
考
察
を
加
え
る⑯
。
先
ず
、
派
兵
数
に
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つ
い
て
は
、
李
徳
裕
「
賜
王
元
逵
・
何
弘
敬
詔
意⑰
」（
会
昌
四
年
閏
七
月
）
の
「
今
四

面
王
師
二
十
万
、
鎮
・
魏
両
軍
、
自
当
其
半
」
に
拠
っ
て
、
成
徳
軍
・
魏
博
を
除
い

た
10
万
人
規
模
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
禁
軍
が
投
入
さ
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
（
元
和
四
―
五
〈
八
〇
九
―
一
〇
〉
年
、
成
徳
軍
〈
王
承
宗
〉
包
囲
戦
に
は
、
四

面
発
兵
20
万
人
の
他
、
左
右
神
策
軍
が
投
入⑱
、
元
和
十
一
―
十
二
〈
八
一
六
―
一
七
〉
年
、
再

び
成
徳
軍
を
攻
め
、
六
鎮
の
兵
10
余
万
人
が
当
藩
を
包
囲⑲
）。

一
方
、
円
仁
の
い
う
5
万
人
は
、
本
戦
に
当
た
っ
て
各
地
か
ら
随
時
徴
発
さ
れ
た

兵
力
と
い
う
に
は
多
過
ぎ
、
李
徳
裕
「
魏
城
入
賊
路
状⑳
」（
会
昌
四
年
五
月
、
膠
着
し
た

戦
局
を
打
開
す
る
た
め
に
、
北
部
戦
線
、
魏
武
路
を
突
破
し
て
南
進
、
西
部
戦
線
の
増
派
軍
と

合
流
さ
せ
て
、
一
気
に
潞
州
攻
略
を
図
る
作
戦
計
画
書
）
に
い
う
、

　

七
千
人
（
忠
武
軍
・
河
中
よ
り
翼
城
方
面
へ
）

　

一
万
五
千
人
（
楡
社
方
面
）

　

一
万
八
千
人
（
翼
城
方
面
）

合
計
4
万
人
、
つ
ま
り
北
・
西
部
戦
線
に
お
け
る
唐
朝
主
力
軍
に
む
し
ろ
近
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
軍
費
に
関
し
て
は
、
前
掲
、
元
和
四
―
五
年
包
囲
戦
の
「
七
百
余
万
緡㉑
」、

同
じ
く
、元
和
十
一
―
十
二
年
、盧
龍
軍
節
度
使
劉
總
受
領
の
「
月
給
度
支
銭
十
五
万

緡㉒
」（
出
界
糧
、
六
鎮
合
計
90
万
貫
）
を
参
考
に
、
又
、
李
徳
裕
「
殄
滅
回
鶻
事
宜
状㉓
」

（
会
昌
三
年
正
月
）
に
拠
っ
て
、
盧
龍
軍
・
河
東
・
振
武
軍
三
鎮
の
一
月
供
軍
費
が

十
二
万
五
千
貫
（
一
日
四
千
余
貫
）、『
日
記
』
一
日
20
万
貫
は
、「
一
月
」
の
誤
り
と

さ
れ
た㉔
。

と
に
も
か
く
に
も
、厖
大
な
コ
ス
ト
を
注
入
し
て
連
続
的
動
乱
は
乗
り
越
え
ら
れ
、

廻
鶻
人
崇
拝
、
摩
尼
教
寺
院
の
閉
鎖
・
収
管
（
八
四
二
年
四
月
・
八
四
三
年
一
月
）、
剃

髪
の
う
え
袈
裟
を
着
せ
ら
れ
た
摩
尼
教
師
の
虐
殺
（
同
年
四
月
、『
日
記
』
異
聞
）、
廃

仏
へ
の
防
波
堤
、
宦
官
仇
士
良
の
官
職
辞
任
と
死
・
家
財
没
収
（
同
年
六
月
・
八
四
四

年
六
月
）
等
、
国
家
主
義
的
ボ
ル
テ
ー
ジ
の
高
ま
り
を
伴
い
つ
つ
、
軍
事
・
宗
教
・
政

治
の
絡
み
合
っ
た
、「
卍
字
的
因
果
関
係㉕
」
の
様
相
が
呈
さ
れ
る
。

但
し
、
廃
仏
自
体
は
八
四
二
年
に
本
格
化
、
翌
八
四
三
年
に
は
実
効
性
を
伴
う
段

階
に
移
行
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
間
醸
成
さ
れ
高
揚
し
て
来
た
と
思
わ
れ
る
、
排
外

的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
北
辺
で
は
、新
た
に
党タ

ン
グ
ー
ト項

の
塩

州
侵
攻
が
伝
え
ら
れ
、
内
乱
中
の
吐
蕃
で
は
、
論
恐
熱
の
勢
力
が
唐
国
境
付
近
で
蠢

動
し
て
い
た
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
七
、八
四
三
年
九
・
十
月
）。
の
ち
論
恐
熱
は
、
武
宗

の
死
に
乗
じ
、
党
項
及
び
廻
鶻
の
余
衆
を
誘
っ
て
河
西
に
侵
攻
す
る
（
同
右
、
巻

二
四
八
、
大
中
元
〈
八
四
七
〉
年
五
月
）。
少
な
く
と
も
、
勝
利
に
高
揚
し
警
戒
を
怠
る

情
勢
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

八
四
五
年
四
―
五
月
、
長
安
の
廃
仏
は
最
終
段
階
に
突
入
し
た
。
40
歳
以
下
（
四

月
一
日
―
十
五
日
、
一
日
三
百
人
〈
都
合
四
千
五
百
人
〉）・
50
歳
以
下
（
四
月
十
六
日
―
五

月
十
日
）・
50
歳
以
上
の
祠
部
牒
無
き
僧
尼
（
五
月
十
一
日
―
）
と
い
う
機
械
的
な
順
序

で
、
強
制
還
俗
・
本
籍
地
送
還
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
粗
雑
者
・
破
戒
者
に
限
ら

れ
て
い
た
も
の
が
、
今
や
修
験
僧
・
大
徳
・
内
供
奉
の
徳
を
論
じ
る
こ
と
な
く
、
た

だ
年
齢
次
第
だ
と
円
仁
は
記
す
。
彼
は
、
八
四
三
年
一
月
に
遡
る
、「
資
財
を
愛
惜

し
、
自
ら
還
俗
し
た
僧
尼
」（
五
年
近
く
を
逗
留
の
資
聖
寺
で
37
人
）
に
つ
い
て
、
何
一

つ
語
っ
て
い
な
い
。
八
四
五
年
四
月
以
前
の
具
体
的
情
報
と
し
て
、唯
一
人
、八
四
四

年
帰
郷
、今
は
牛
党
楊
敬
之
宅
に
潜
伏
し
て
、円
仁
離
京
に
際
し
別
辞
の
書
状
を
送
っ

て
来
た
、
内
供
奉
（
内
道
場
三
教
）
談
論
大
徳
、
す
な
わ
ち
卓
抜
し
た
高
僧
、
知
玄㉖
の

消
息
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
（
五
月
十
五
日
）。

間
も
無
く
、
空
前
の
銅
禁
が
断
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
全
国
廃
毀
寺
院
の
銅

像
・
鐘
磬
は
鋳
銭
材
料
と
し
て
塩
鉄
使
へ㉗
、
鉄
像
は
農
器
具
用
に
州
当
局
へ
、
金
・

銀
・
鍮し

ん
ち
ゅ
う石

等
の
像
は
銷
鎔
し
て
度
支
へ
と
振
り
分
け
ら
れ
、
官
・
民
を
問
わ
ず
所
蔵

さ
れ
る
金
・
銀
・
銅
・
鉄
像
に
つ
い
て
も
、
一
ヶ
月
以
内
に
当
局
へ
供
出
、
違
反
者

は
塩
鉄
使
が
銅
禁
令
に
拠
っ
て
処
断
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（『
旧
唐
書
』
巻

十
八
上
、
武
宗
本
紀
、
会
昌
五
年
七
月
、
中
書
門
下
奏
）。
状
況
は
、
元
和
十
五
（
八
二
〇
）
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年
八
月
、
淮
西
・
平
盧
軍
及
び
河
北
三
鎮
を
ほ
ぼ
制
圧
し
た
上
で
全
国
的
に
実
施
さ

れ
た
、
藩
鎮
に
よ
る
徹
底
的
な
銅
器
回
収
（
買
付
け
）、
藩
鎮
兵
員
に
よ
る
供
出
銅
器

銷
鎔
・
銅
銭
鋳
造㉘
（
同
右
、
巻
四
八
、
食
貨
志
上
）
と
、
極
め
て
異
例
と
い
う
点
に
お

い
て
、
ど
こ
か
似
通
い
通
底
・
連
絡
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

３

中
国
金
融
史
は
、仏
教
以
前
の
事
例
に
も
事
欠
か
な
い
（
表
Ｂ 

中
国
金
融
史
略
年
表
・

参
考
文
献 

参
照
）。
す
な
わ
ち
、『
管
子
』
軽
重
丁
篇
第
三
段
（
無
価
値
な
「

枝
蘭
鼓
」

を
以
て
称
貸
之
家
〈
貸
金
業
者
〉
に
劵
契
之
責
〈
債
権
〉
を
破
棄
さ
せ
る
権
謀
説
話㉙
）
に
い

う
、
斉
国
西
・
南
・
東
・
北
部
に
お
け
る
、
貸
金
業
者
の
事
業
規
模
・
利
率
・
利
用

民
家
数
（
表
中
は
北
部
と
四
方
総
計
の
み
）
や
、『
史
記
』
貨
殖
列
伝
な
ら
で
は
の
、
郡

国
を
股
に
掛
け
た
高
利
貸
の
活
動
（
子
貸㉚
・
貰
貸
・
子
銭
、『
漢
書
』
同
伝
に
「

貸
」）

が
伝
わ
る
一
方
で
、
夙
に
国
家
主
導
の
文
脈
で
の
、「
称
責
・

貸
・
称
貸
」（『
周

礼
』・『
孟
子
』）
の
語
も
見
え
る
。

儒
教
的
農
本
主
義
の
立
場
か
ら
悪
徳
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
が
ち
な
高
利
貸
た
ち

の
活
動
は
、
や
や
特
異
な
『
管
子
』
説
話
や
貨
殖
列
伝
中
、
富
商
の
副
業
（
実
質
投
資

事
業
）
の
例
を
除
け
ば
、
官
・
民
の
違
い
、
公
（
国
）
債
・
私
債
の
区
別
の
不
分
明
な
、

境
界
線
上
に
こ
そ
生
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
秦
律
や
「
二
年
律
令
」
条
文

に
は
、
公
府
に
負
債
の
あ
る
百
姓㉛
、
官
吏
等
の
利
殖
行
為
禁
止
（
略
年
表
所
掲32
）、（
強
）

質
禁
止33
、
公
金
の
私
的
貸
出
し
禁
止34
等
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、

百
姓
と
相
対
す
る
地
方
官
吏
が
、
租
税
滞
納
等
を
通
じ
て
高
利
貸
に
転
化
す
る
契
機

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う35
。
そ
し
て
、
た
と
え
彼
ら
自
身
が
、

錯
の
い
う
「
倍
称

の
息
」
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
穀
物
の
生
産
力
に
依
拠
し
た
一
年
限
り
の
倍

返
し
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
農
民
生
活
の
保
護
に
繫
が
っ
た
側
面
を
見
逃
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
。

Ｆ
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、「
信
用
と
は
、
時
間
の
線
上
で
間
隔
を
置
い
た
二
つ
の
金
銭

提
供
の
あ
い
だ
の
交
換
を
い
う
。
…
…
収
穫
の
際
に
返
済
す
る
と
い
う
条
件
で
、
農

民
に
種
用
の
小
麦
を
前
貸
し
す
る
時
、
領
主
は
信
用
口
座
を
開
い
た
の
で
あ
る36
」
と

説
く
。
時
間
差
（
掛
け
売
り
・
掛
け
買
い
、「

・
貰
」
字
が
使
わ
れ
る
）、
あ
る
い
は
空

間
的
隔
た
り
を
伴
い
つ
つ
、
当
事
者
間
で
融
通
・
売
買
・
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
模

様
は
、
取
り
分
け
「
居
延
漢
簡
」
に
複
雑
に
反
映
さ
れ
て
い
る37
。

王
莽
の

貸
法
は
、『
周
礼
』
泉
府
の
理
念
を
直
接
的
に
継
承
し
て
、
祭
祀
・
喪
紀

（
冠
婚
葬
祭
）
の
費
用
を
無
利
子
融
資
（

）、
貧
窮
民
の
生
活
再
建
費
用
を
低
利
融
資

（
貸
）、
し
か
も
生
活
再
建
後
の
所
得
に
対
し
て
掛
け
ら
れ
る
利
息
は
年
利
10
％
未
満

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
（『
漢
書
』
食
貸
志
下
）、
こ
の
官
営
低
利
融
資
制
度
、
政
府

系
金
融
機
関
創
設
の
目
論
見
は
、
制
度
の
運
用
の
過
程
で
あ
え
な
く
頓
挫
、
利
率
も

・
貸
共
に
、
平
凡
な
月
利
3
％
（
年
利
36
％
）
に
帰
着
し
た
と
見
ら
れ
る
（
同
右
、

王
莽
伝
中38
）。
因
み
に
、
時
空
を
遠
く
隔
て
た
、
十
三
世
紀
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
ウ
イ
グ

ル
文
書
（
地
主
の
借
金
整
理
簿
）
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
借
金
の
原
因
は
婚
礼
・
葬

儀
費
用
で
あ
っ
た39
。

仏
教
が
中
国
金
融
史
に
新
た
に
持
込
ん
だ
特
性
と
は
、
そ
の
専
業
性
と
組
織
性
に

在
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
端
良
秀
氏
に
拠
れ
ば
、
律
典
『
十
誦
律
』
巻
五
六
・『
根

本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
巻
二
二
「
出
納
求
利
学
処
」
等
に
見
え
る
「
無
尽
財
（
物
）」

は
、
イ
ン
ド
原
始
仏
教
教
団
北
部
セ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
仏
堂
の
修
理
・
塔
の
供
養
等

に
限
り
、
檀
越
の
布
施
し
た
財
物
の
「
出
息
求
利
」
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
、
官
勢

を
恃
ん
で
返
還
に
応
じ
な
い
富
貴
と
も
無
産
の
貧
人
と
も
出
息
す
る
な
、
相
手
が
如

何
に
信
心
の
人
、
五
戒
を
保
つ
人
で
あ
っ
て
も
、
二
倍
の
質
を
取
り
証
文
を
書
き
年

月
・
保
証
人
を
記
せ
等
、
頗
る
厳
格
な
規
定
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う

し
て
教
団
財
政
、
寺
院
経
済
に
端
を
発
し
た
原
始
金
融
シ
ス
テ
ム
「
無
尽
」
は
、
や

が
て
大
乗
経
典
『
華
厳
経
』・『
維
摩
経
』・『
大
集
経
』
等
に
説
か
れ
る
如
く
、
上
は

仏
法
僧
の
三
宝
か
ら
下
は
貧
窮
者
に
至
る
ま
で
、
普
く
布
施
し
て
尽
き
る
こ
と
が
無



一
四
九

続
・
円
仁
の
『
日
記
』
を
読
む

427

表B　中国金融史略年表

王朝 （官） （民） 利率
（周） 「称

しょうさい
責 を聴

ゆる
すに傅

ふべつ
別（劵書）を以てす。……売買を

聴
ゆる
すに質

しつ
剤
ざい
（手形）を以てす。」（『周礼』天官・小宰）

「凡そ
4
しゃ
する者は，祭祀には旬日を過ぐる無く，喪

紀には三月を過ぐる無し。凡そ民の貸
4

る者は，そ
の有司と弁じて之を授け，国服を以て之が息

4

を為
す」（同上，地官・泉府）

（春秋・戦国）「又称貸
4 4

して之を益し，老稚をして溝
こうがく
壑に転ばし

む。悪
いずく
在んぞ其れ民の父母たらんや。」（『孟子』滕

文公章句上）

「其の称貸
4 4

之家，多き者千万，少なき者六七百万，
其の之を出

いだ
すや伯ごとに二十

4 4 4 4 4 4

に中
あ
たる也。息を受

くるの萌
たみ
は九百余家なりと。凡そ称貸之家，泉を

出すこと参千万，粟を出すこと参千万鍾
しょう
，子息を

受くるの民は参万家なり。」（『管子』軽重丁篇）

年20％
（～50・100％）

秦・漢 「二年律令」（前漢・呂后 2＜ B.C.186 ＞年）
吏六百石以上及宦皇帝，而敢字（子）貸銭財者，免
之（吏 600 石以上・皇帝近臣で，利子をとって銭
財を貸す者は免職）：襍律 184（F156）
貧民の負債を破棄（B.C.40 年，『漢書』元帝紀）
「貸銭它物律」を除く（B.C.14 年，居延新簡 74EJF 

16・1－16）
王莽の

しゃ
貸
たい
法（新 A.D.10 年）

「庶民農工商賈，率亦歳万，息二千，戸百万之家，則二
十万……子貸

4 4

金銭千貫，節 會，貪賈三之，廉賈五之」
「（魯人）曹の邴

へい
氏……貰貸

4 4

行賈すること郡国に徧
あまね
し。」

「子銭
4 4

の家」（『史記』貨殖列伝）
「（

ちょうそ
錯曰く）有る者は半賈にして売り，亡

な
き者は

倍称の息
4 4 4 4

を取らる。是に於いて田宅を売り子孫を
鬻
ひさ
ぎ以て責を償ふ者有り。」（『漢書』食貨志上）

「成都羅裒…… 貸
4 4

郡国，人莫敢負」（『漢書』貨殖列伝）

年100％

年36％
南北朝・隋・唐 廃仏（北魏 446 年）

僧祇粟・仏図戸（北魏 469 年，『資治通鑑』巻 132）
僧祇粟の暴利「収利過本」を許さず（北魏 511 年，
『魏書』釈老志）
公私の負債を破棄（北魏 529 年，『魏書』孝荘紀）
　　　　　　　　　　   寺 4万・僧尼 300 万人
隋・文帝，信行の三階教を弾圧（600 年）
唐 公廨本銭を設置（618・28 年）
「迴利作本」の禁（701 年，『唐会要』巻 88）
化度寺・福先寺（洛陽）の無尽蔵を閉鎖（721 年）
三階教の廃絶（725 年）
長安で，10年以上・「出利過本」2倍・借受人及び保証人
死亡・家産無き者の私債を破棄（825年，『唐会要』巻88）
「1倍以上・利上生利」の禁（834・37 年，『文苑英
華』巻 441・『宋刑統』巻 26）
　　　　　　　　　　寺 4,600・僧尼 26 万 500 人
「利上生利・迴利作本」の禁（867 年，『唐大詔令
集』巻 86 ＜咸通 8年 5月徳音＞）

南朝の宋・斉時期（5世紀），長沙寺（江陵）・招提
寺（建康）で寺庫による金融事業（『南史』循吏列伝
＜甄法崇＞，『南斉書』巻 23 ＜褚澄伝＞）
北魏寺 13,000（『資治通鑑』巻 147，509 年）
南朝・梁の都建康，寺 500・僧尼 10 余万人（『南
史』循吏列伝＜郭祖深＞）
末法125年（南岳慧思『立誓願文』，558年）
三階教・化度寺（長安），無尽蔵を設置（7世紀初め）

波
ペルシャ
斯銭・廻

ウイグル
鶻銭による金融事業

邸店・寄附鋪・櫃坊等の金融業者が活動

年60％

五代・宋 「生利1倍以上」の禁（920・21年）同私債の破棄（941年）
　　　　　　　　　寺 3,336
王安石の新法：青苗法（北宋 1069 年）
　　　　　　：市易法〔抵当法〕（1072 年）
抵当庫の運営（～南宋）
「還利（納息）過本」私債の破棄（1153・89 年）

長生庫・質庫・息庫・解庫等の金融活動
トゥルファンのウイグル文書（13世紀，借金の整理簿）

半年20～30％
年20％

年30～36％
元・明 一本一利の法（1240・69 年）

月利三分・一本一利の制限規定（1282・98 年）
解典庫（舗）・廨庫等の金融活動
斡
オルトク
脱銭による金融事業（年利十割複利法，年100％～） 年36％

清 八旗・緑営「生息銀両」 徽州商人の典当業 年12％～

廃仏（北周 574・77 年）

廃仏（唐 842－46 年）

73TAM206:42（7 世紀後半，長安の庶民金融）

廃仏（後周 955 年）
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を
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い
、
自
利
か
ら
利
他
へ
と
転
換
・
止
揚
を
遂
げ
た
「
無
尽
蔵
」
思
想
へ
と
結
実
し
た

と
考
え
ら
れ
る40
。

当
思
想
の
最
も
急
進
的
な
実
践
者
、
信
行
の
三
階
教
「
無
尽
蔵
法
」
に
い
う
、
末

法
第
三
階
を
生
き
る
我
々
凡
夫
衆
生
は
、「
農
夫
が
自
然
を
損
壊
し
、
工
師
が
経
像
を

盗
窃
す
る
如
く
、『
宿
債
』
に
ま
み
れ
た
存
在
だ
。『
無
尽
蔵
』
を
作
っ
て
賠
償
す
る

の
で
な
け
れ
ば
、
無
始
以
来
の
百
生
・
千
世
・
百
劫
・
千
劫
の
積
も
り
積
も
っ
た
『
債

負
』
は
、一
体
何
に
よ
っ
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
か
」（
Ｓ
七
二
一41
）。

大
黒
俊
二
氏
は
、
西
欧
中
世
に
お
い
て
、
清
貧
を
宗
と
す
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会

士
た
ち
が
、
教
会
の
徴
利
禁
止
論
（
時
間
は
神
の
み
に
属
す
る
も
の
、
貨
幣
の
所
有
・
使

用
一
体
観
、
貨
幣
不
妊
説
等
）
を
、「
貧
し
き
使
用
」
論
（
日
々
の
生
活
で
真
に
「
必
要
」

な
も
の
だ
け
を
最
小
限
「
使
用
」
す
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
克
服
、
肯
定
的
商
業
・
商
人
観

が
導
き
出
さ
れ
る
一
方
で
、
一
四
六
二
年
の
ペ
ル
ー
ジ
ァ
に
端
を
発
す
る
公
益
質
屋

（
モ
ン
テ
・
デ
ィ
・
ピ
エ
タ
）、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
人
高
利
貸
か
ら
貧
民
を
救
済
す
る
べ

く
設
立
さ
れ
た
、
低
利
（
一
四
九
三
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
で
初
年
度
年
利
10
％
）
融
資
組
織
に

結
実
し
て
ゆ
く
動
態
を
描
か
れ
、
清
貧
の
徹
底
が
財
・
貨
幣
の
有
効
か
つ
合
理
的
な

使
用
を
生
成
す
る
状
況
を
、「
清
貧
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
た42
。
死
滅
を
念
頭

に
置
い
た
教
団
が
、
市
井
に
乞
食
・
礼
拝
す
る
徹
底
的
な
平
等
主
義
に
よ
っ
て
、
財

貨
を
集
中
・
運
用
（
無
利
息
？
）・
分
配
（
救
貧
）
す
る
姿
は
、
究
極
的
な
「
清
貧
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

三
階
教
は
、そ
の
爆
発
的
興
隆
に
不
穏
な
も
の
を
感
じ
取
っ
た
隋
・
唐
国
家
に
よ
っ

て
、異
端
と
し
て
弾
圧
さ
れ
廃
絶
へ
と
向
か
う
（
六
〇
〇
・
七
二
一
・
七
二
五
年43
）。
だ
が
、

仏
教
が
民
間
部
門
に
注
入
し
た
活
力
は
、
既
に
国
家
的
制
度
と
し
て
も
定
着
し
つ
つ

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
「
出
挙
」
の
源
流
と
目
さ
れ
る
北
魏
「
僧
祇
粟44
」
は
、
年

間
60
石
の
穀
物
を
供
出
さ
せ
飢
民
救
済
を
図
っ
た
も
の
で
、
恰
も
伝
統
的
な
常
平
倉

に
擬
せ
ら
れ
る
が
、や
は
り
律
典
『
僧
祇
律
』
に
端
を
発
し
、僧
曹
（
長
官
は
都
維
那
）

が
管
理
・
運
営
に
当
た
る
、
鮮
卑
拓
跋
部
を
中
核
と
す
る
複
合
的
国
家
が
仏
教
界
を

傘
下
に
置
き
つ
つ
展
開
し
た
、
国
家
的
制
度
で
あ
っ
た
。
当
制
度
は
の
ち
、
銭
貨
運

用
を
も
含
む
高
利
貸
に
転
じ
た
と
見
ら
れ
、
後
代
に
も
繰
返
さ
れ
る
「
収
利
過
本
」

の
禁
（
五
一
一
年
、
利
息
は
本
銭
の
倍
額
以
上
に
増
殖
し
て
は
な
ら
な
い
〈
一
本
一
利
〉45
）、

こ
れ
も
又
史
上
初
の
徳
政
令
（
五
二
九
年
）
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

羅
彤
華
氏
に
拠
れ
ば
、
隋
・
開
皇
八
（
五
八
八
）
年
以
前
（
同
十
四
・
十
七

〈
五
九
四
・
五
九
七
〉
年
、
廻
易
取
利
・
出
挙
収
利
禁
止
）、
唐
・
武
徳
元
（
六
一
八
）
年
開

始
の
（
実
施
は
貞
観
二
〈
六
二
八
〉
年
か
）、「
公
廨
本
銭
（
唐
代
後
期
に
は
、
膨
脹
し
た

「
食
利
本
銭
」
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
）」
は
、
そ
の
淵
源
を
、
北
魏
時
代
、
官
物
を
商

人
に
依
託
・
運
用
さ
せ
、
そ
の
利
潤
を
公
用
に
供
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う

（
南
朝
で
も
、
公
邸
〈
邸
舎
〉
の
営
利
活
動
に
よ
る
「
公
潤
」
が
存
在
し
た46
）。

政
府
基
金
に
よ
る
利
殖
活
動
、
国
営
高
利
貸
た
る
「
公
廨
（
食
利
）
本
銭
」
は
、
倉

曹
・
各
庁
判
司
等
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
が47
、
実
際
の
運
営
に
は
令
史
・
番
官
・

行
署
・
府
史
・
胥
士
・
高
戸
・
典
吏
・
庶
僕
・
品
子
等
が
、
捉
銭
人
・
捉
利
銭
戸
・

捉
銭
官
と
し
て
こ
れ
に
当
た
っ
た48
。
当
制
度
は
、褚
遂
良
（
六
四
一
年
）・
崔
（
七
一
八

年
）・
沈
既
済
（
七
八
一
年
）・
柳
公
綽
（
八
一
一
年
）・
崔
従
（
八
一
六
年
）・
蕭
俛
（
八
一
八

年
）・
李
徳
裕
（
八
三
三
年
）
及
び
、
韋
力
仁
・
李
珏
・
楊
嗣
復
（
八
三
九
年
）、
崔
亀

従
（
八
四
八
年
）
等49
に
よ
っ
て
、
そ
の
悪
弊
・
不
正
が
延
々
と
告
発
さ
れ
て
来
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
抜
本
的
改
革
を
経
ぬ
ま
ま
唐
末
に
至
る
。
利
殖
を
背
負
わ
さ
れ
た
潰
れ

百
姓
が
続
出
す
る
一
方
で
、
取
り
分
け
後
期
に
は
、
当
制
度
自
体
が
、
差
科
免
除
・

入
仕50
を
狙
う
富
民
層
＝
影
庇
（
占
）
の
戸
に
よ
っ
て
利
権
化
さ
れ
食
い
潰
さ
れ
た
。

「
公
廨
本
銭
」
の
事
業
規
模
は
、「
天
宝
初
年
（
七
四
〇
年
代
）
地
志
残
巻
（
5
道
分
）」

所
載
、
隴
右
・
関
内
・
河
東
・
淮
南
4
道
合
計
、
二
七
万
七
九
八
四
貫
一
〇
九
文
、

銅
銭
・
銀
両
併
記
の
嶺
南
道
、
四
万
四
九
九
四
貫
三
五
文
・
五
万
二
二
三
両
（
銀
一
両

＝
二
〇
〇
文
〈
七
三
七
年
〉
と
し
て
、
一
万
四
四
貫
六
〇
〇
文
）、
10
道
総
計
が

一
二
五
万
二
四
九
二
貫
四
一
〇
文
に
達
し
て
い
た
と
推
計
さ
れ
る
（『
新
唐
書
』
巻

五
五
、食
貨
志
五
所
載
、全
国
総
計
は
一
六
八
万
五
八
八
六
貫51
）。
一
方
、後
期
、貞
元
十
二
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（
七
九
六
）
年
、
71
中
央
官
庁
か
ら
成
る
、「
食
利
本
銭
」
の
場
合
は
、
総
計

二
四
万
三
六
六
二
貫
三
七
四
文
で
あ
っ
た
（『
唐
会
要
』
巻
九
三
、諸
司
諸
食
本
銭
上
等52
）。

唐
朝
に
は
、
こ
の
二
大
官
本
の
他
、
少
な
く
と
も
残
り
13
種
の
官
本
運
営
が
看
取
さ

れ
る
と
い
う53
。
二
大
官
本
は
、
本
来
の
自
己
保
存
的
機
能
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
、
貨

幣
流
通
の
観
点
か
ら
見
て
も
、看
過
出
来
な
い
規
模
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

官
本
（
法
定
）
利
率
の
趨
勢
は
、
唐
初
〜
開
元
以
前
の
月
利
7
〜
8
％
（
年
利
84
〜

96
％
）、開
元
七
（
七
一
九
）
年
〜
天
宝
（
七
四
二
―
五
六
年
）
の
同
5
〜
6
％
（
同
60
〜

72
％
）、そ
し
て
後
期
の
同
4
〜
5
％
（
同
48
〜
60
％
）
の
三
段
階
に
把
握
さ
れ
る54
。
特

に
後
期
、
唐
初
水
準
に
比
べ
半
落
し
た
こ
と
は
、「
銭
重
物
軽
」
に
配
慮
し
た
政
策
金

利
の
側
面
が
強
い
と
考
え
ら
れ
よ
う55
。

唐
朝
は
、開
元
七
（
七
一
九
）
年56
の
「
公
私
財
物
出
挙
、月
利
六
分
以
下
」、同
十
六

（
七
二
八
）
年
の
「
私
挙
質
四
分
、
官
本
五
分
」、
同
二
五
（
七
三
七
）
年
の
「
質
挙
月

利
、
五
分
以
下
」
の
如
く
、
公
私
に
亙
る
最
高
利
率
を
提
示
し
て
来
た
。
又
、
北
魏

以
来
の
「
一
本
一
利
」
主
義
に
則
り
、「
迴
利
作
本
」
の
禁57
（
七
〇
一
・〈
八
二
五58
〉・

八
三
四
・
八
三
七
・
八
六
七
年
等
）
を
反
復
公
布
し
て
来
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
事
官

本
に
関
し
て
は
、
元
和
十
一
（
八
一
六
）
年
、
東
都
御
史
台
「
食
利
本
銭
」
欠
利
報
告

に
見
る
よ
う
に
、
21
年
で
10
倍
以
上
二
五
戸
・
16
年
で
7
倍
以
上
一
五
六
戸
・
12
年

で
4
倍
以
上
一
六
八
戸
の
惨
澹
た
る
状
況
で
あ
っ
て
、
唐
朝
の
零
落
せ
る
捉
銭
戸
に

対
す
る
追
徴
に
は
、「
一
本
一
利
」
主
義
も
年
数
制
限
も
何
ら
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
る59
。

さ
て
、
円
仁
が
昭
義
軍
討
伐
戦
に
動
員
さ
れ
た
と
記
す
官
庁
経
費
（「
百
司
判
銭60
」）

と
は
、「
食
利
本
銭
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
会
昌
元
（
八
四
一
）
年
、
当
官
本
の
欠
利

補
塡
の
た
め
、
毎
年
三
万
貫
が
一
般
会
計
か
ら
分
与
さ
れ
公
用
に
充
て
ら
れ
る
改
革

が
実
施
さ
れ
て
い
た61
。
そ
れ
は
、
利
殖
を
口
実
に
、
闇
か
ら
闇
へ
と
消
え
て
行
っ
た

政
府
資
金
を
、
今
一
度
政
府
の
統
制
の
許
に
置
く
、
最
後
の
取
組
み
で
は
な
か
っ
た

か
。

影
庇
の
戸
、
諸
司
諸
軍
諸
使
に
属
せ
る
者
は
、
公
金
を
私
物
化
し
て
い
た
だ
け
で

な
く
、
便
換
（
飛
銭
‥
八
一
二
年
、
戸
部
・
度
支
・
塩
鉄
三
司
に
よ
り
合
法
化
）
を
発
給

し
、
欠
銭
・
悪
銭
の
使
用
に
関
与
し
（
八
一
九
年
）、
邸
店
・
寄
附
鋪
・
櫃
坊
等
を
経

営
し
た
他
、
蓄
銭
の
禁
（
八
一
七
年
）
に
際
し
、
富
裕
藩
鎮
進
奏
院
の
不
動
産
買
占
め

と
共
に
横
行
し
た
の
が
、
彼
ら
富
商
に
よ
る
資
産
隠
し
、
す
な
わ
ち
禁
軍
を
隠
れ
蓑

に
し
た
、
資
産
名
義
の
書
き
換
え
で
あ
っ
た62
。

禁
軍
の
統
率
者
宦
官
と
、
そ
の
肉
体
的
欠
損
性
に
由
来
す
る
、
仏
教
と
の
親
近
性

は
、
西
尾
賢
隆
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る63
。
日
本
の
「
僧
尼
令
」
に
見
る
「
興

販
出
息
」
禁
止
条
項
は
、
唐
の
「
道
僧
格
」
に
立
脚
す
る
は
ず
で
あ
る
が
確
認
は
出

来
な
い64
。
唐
の
厳
格
な
統
制
を
以
て
し
て
も
、
隘
路
を
潜
り
抜
け
中
国
で
開
花
し
た

仏
教
独
自
の
金
融
思
想
（
特
に
三
階
教
「
無
尽
蔵
」）
は
、そ
の
逆
説
的
強
靭
さ
故
に
生

き
延
び
、
面
妖
な
庇
護
者
、
内
所
豊
か
な
内
侍
省
の
許
で
更
な
る
繁
栄
を
遂
げ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
唐
朝
が
、〈
宦
官
＝
仏
教
＝
金
融
〉
批
判
に
シ
フ
ト
し
た

と
す
れ
ば
、
北
魏
以
来
、
当
思
想
を
国
家
的
制
度
に
取
込
み
、
肥
大
化
さ
せ
て
来
た

経
緯
か
ら
見
て
、
完
全
な
自
己
矛
盾
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
真
に
合
理
的
で
公
正
な

経
済
の
在
り
方
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

再
び
、
道
端
良
秀
氏65
及
び
、
三
島
一
氏66
に
拠
っ
て
、
円
仁
・
成
尋
（『
参
天
台
五
台

山
記
』）
両
『
日
記
』
中
に
見
え
る
「
寺
庫
」
の
機
能
に
注
目
し
よ
う
（
表
Ｃ 

両
『
日

記
』
中
の
「
庫
」 

参
照
）。
す
な
わ
ち
、
道
端
氏
は
、「
無
尽
た
る
質
庫
」
の
実
例
を
求

め
て
、「
庫
司
・
寺
庫
・
庫
頭
・
庫
院
・
庫
」（
円
仁67
）、「
庫
主
・
庫
院
・
知
銭
帛
庫
」

（
成
尋
、
他
は
官
庫
）
等
を
掲
げ
ら
れ
た
が
（
一
部
補
足
）、
三
島
氏
は
、
む
し
ろ
「

庫
」
と
し
て
の
機
能
を
重
視
さ
れ
た
。
確
か
に
、
両
『
日
記
』
共
、「
寺
庫
」
は
斎と

き
・

喫
茶
の
場
と
し
て
多
用
さ
れ
る
が
、
円
仁
に
お
け
る
、
沙
金
授
受
に
携
わ
る
「
寺
庫

司
僧
令
端
」（
寺
衙
に
送
ら
れ
た
沙
金
は
、
一
箇
処
に
集
ま
っ
た
綱
維
・
監
寺
等
に
よ
っ
て
秤

定
さ
れ
た
〈
八
三
八
年
八
月
二
十
六
日
〉）、
年
末
の
会
計
報
告
を
衆
僧
に
読
み
上
げ
る

「
庫
司
・
典
座
僧
」（
十
二
月
二
十
九
日
）、
州
か
ら
米
を
受
領
す
る
「
寺
庫
」（
八
三
九
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表C　両『日記』中の「庫」

円　仁
vol.1 838. 8.24 揚　州 庫司令端（開元寺：8.26 後出）

8.25 ―― 到寺庫喫粥（開元寺）

8.26 ―― 寺庫司僧令端……惣計（沙金）小四両以送寺衙（開元寺）

9. 2 ―― 於庫頭設空飯（開元寺）

11.24 ―― 読斎文僧 監寺綱維及施主僧等十余人出食堂至庫頭斎　自外僧
沙弥咸食堂斎　亦於庫頭別為南岳天台等和尚備儲供養　衆僧斎
時有庫司僧二人弁備諸事（開元寺）

12.29 ―― 時有庫司典座僧在於衆前読申歳内種用途帳令衆聞知（開元寺）

839. 1.18 ―― 従州運米分付諸寺　随衆多少斛数不定十斛廿斛耳　寺庫領受更
与衆僧　或一斗或一斗五升……自外方有三綱 庫司等（開元寺）

閏 1. 3 ―― 屈諸寺老宿於庫頭空茶空飯（開元寺）

vol.2 9.28 赤　山 庫頭（赤山院）

840. 3. 4 登　州 使君判官等庫頭喫茶（開元寺）

3. 5 ―― 使君所施米麵於庫頭設供（開元寺）

5. 2 五台山 庫院（竹林寺）

5.16 ―― 庫院（大花厳寺）

vol.3 5.17 ―― 余者惣在庫貯積見在（真容院）

8.25 長　安 庫西亭（資聖寺）

成　尋
vol.1 1072. 5.14 天台山 寺庫（国清寺拾得説話）

vol.2 6. 6 ―― 西山鴻実庫主（国清寺：6.26・7.20 後出）

於堂庫院寺饗（西山）

7.19 ―― 処規庫主（国清寺）

7.24 ―― 庫院斎（国清寺）

7.30 ―― 文皓庫主斎（国清寺）

閏 7. 1 ―― 庫院斎（国清寺）

閏 7.25 ―― 於庫院寺主斎（国清寺）

閏 7.29 ―― 軍資庫（8.1・8.3・1073.4.26〔杭州監軍資庫韓守承〕後出）

vol.3 9.13 揚　州 揚州使酒庫

vol.4 10.22 開　封 祇候庫（1073.4.2 後出：祇候庫庫子三人）

vol.5 12. 1 五台山 五台山真容院知銭帛庫講経律論賜紫沙門省古温道
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年
一
月
十
八
日
）、
堂
宇
に
収
容
し
切
れ
な
い
勅
使
か
ら
の
財
宝
を
蓄
積
す
る
「
庫
」

（
八
四
〇
年
五
月
十
七
日
）、
そ
し
て
成
尋
に
お
け
る
「
知
銭
帛
庫
」
は
、
何
れ
も
財
・

貨
幣
、
寺
院
経
済
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
定
点
観
測
に
見
る
限
り
、

そ
れ
は
、
実
務
的
、
共
同
管
理
的
、
合
理
的
機
能
の
領
分
で
あ
ろ
う
。
円
仁
も
い
う
、

「
唐
国
の
僧
尼
は
本
来
貧
し
い
」（
八
四
五
年
九
月
）。

会
昌
五
（
八
四
五
）
年
十
一
月
、
廃
仏
の
完
成
を
受
け
た
李
徳
裕
は
、「
悲
田
坊
」

に
関
す
る
新
法
規
を
定
め
る68
。
当
坊
は
、
元
来
、
仏
教
の
救
貧
活
動
の
一
環
と
し
て

各
地
に
展
開
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
武
后
・
玄
宗
時
期
を
経
て
、
官
本
の
支

給
・
運
用
も
発
生
し
て
い
た
。
今
、
当
坊
（
養
病
坊
）
の
存
続
を
図
る
に
当
た
っ
て
、

年
配
の
徳
望
有
る
事
務
官
を
選
ん
で
管
理
さ
せ
、
両
京
（
十
項
）
以
下
、
国
家
支
給
の

寺
田
に
基
づ
い
て
経
営
さ
せ
、
地
方
政
府
に
余
剰
金
が
有
れ
ば
、
そ
の
資
金
運
用
を

経
営
費
に
充
当
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
が
そ
の
骨
子
で
あ
る
。
彼
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
国
家
の
統
制
下
、
実
物
主
体
の
運
営
が
励
行
さ
れ
、
金
銭
に
よ

る
利
殖
な
ど
は
必
要
最
小
限
度
に
留
保
さ
れ
る
、
そ
れ
で
こ
そ
、
合
理
的
で
公
正
な
、

『
周
礼
』
の
理
念
に
も
通
じ
る
、
経
済
の
在
る
べ
き
姿
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

４

長
文
、「
会
昌
五
（
八
四
五
）
年
正
月
三
日
南
郊
赦
文
」（『
文
苑
英
華
』
巻
四
二
九
）

は
、「
姦
贓
之
吏
を
刑
し
、
黷
貨
之
家
を
破
る
」
と
述
べ
、
廻
鶻
・
昭
義
軍
制
圧
を
誇

り
、
吐
蕃
弱
体
化
を
語
り
、
諸
司
諸
軍
諸
使
に
属
せ
る
者
の
狡
猾
な
経
済
活
動
（「
郷

村
及
び
坊
市
の
店
舎
に
在
り
て
経あ

き

紀な
い

す
…
…
店
内
及
び
店
門
外
に
在
り
て
経
紀
・
求
利
す
…
…

衣
冠
の
戸
と
称
し
広
く
資
産
を
置
く
」）
を
糺
し
て
百
姓
と
同
じ
差
科
の
負
担
を
求
め
、

「
朝
列
せ
る
衣
冠
、
或
る
い
は
代
承
せ
る
華
胄
（
貴
族
）、
或
る
い
は
清
途
に
在
る
も

の
、
私
に
質
庫
・
楼
店
を
置
き
、
人
と
利
を
争
う
」
を
禁
じ
、
武
装
し
た
塩
賊
・
江

賊
を
捕
え
、
そ
し
て
、
長
安
毀
折
寺
院
の
「
行
迹
非
違
、
仏
の
禁
戒
を
守
ら
ざ
る
」

僧
尼
の
還
俗
、
富
裕
寺
院
の
「
厚
利
」
及
び
「
多
処
に
わ
た
る
邸
店
」
の
検
察
・
処

分
、
両
浙
・
宣
・
鄂
・
潭
・
洪
・
福
・
三
川
各
州
の
偽
濫
僧
尼
摘
発
を
命
じ
て
い
る
。

唐
朝
当
局
は
、
当
赦
文
に
お
い
て
、
軍
事
的
・
政
治
的
成
果
を
背
景
に
、
ア
ン
フ
ェ

ア
で
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
行
為
を
一
括
し
て
処
断
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
と
の

思
想
的
衝
突
は
最
初
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
富
裕
寺
院
の
経
済
活
動

が
そ
の
領
分
を
過
ぎ
た
時
、
間
も
無
く
完
成
さ
れ
る
廃
仏
は
、
債
権
破
棄
・
徳
政
令

の
意
味
合
を
も
帯
び
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
で
あ

ろ
う
社
会
的
混
乱
に
つ
い
て
、
何
ら
情
報
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

「
銭
重
物
軽
」
対
策
に
関
し
て
は
、
長
慶
元
（
八
二
一
）
年
、
両
税
法
改
革
の
流
れ

を
汲
む
、
実
物
（
絹
）
の
多
用
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

 

近
頃
都
で
は
、
足
陌
で
銭
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
富
室
に
利
益
が
あ
る

だ
け
だ
。
絹
帛
は
価
格
の
低
落
に
喘
ぎ
、
こ
れ
は
逆
に
疲
人
に
被
害
を
与
え
て

い
る
。
却
っ
て
前
に
依
り
、「

陌
銭
前

八
十
文
」（
九
百
二
十
文
を
以
て
貫
と

成
す
）
を
行
な
わ
せ
よ
。
五
貫
以
上
の
額
に
昇
る
公
私
の
取
引
は
、
そ
の
半
額

に
絹
帛
を
使
用
さ
せ
よ69
。

唐
朝
当
局
は
、
一
方
で
金
融
に
依
存
し
な
が
ら
、
又
一
方
で
は
、
富
室
に
よ
る
金

融
（
足
陌
に
よ
る
金
利
計
算
）
を
憎
悪
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
実
物
経
済

傾
斜
へ
の
復
古
的
・
反
時
代
的
表
明
で
あ
り
（
百
分
率
よ
り
も
財
の
分
割
的
使
用
が
優
先

さ
れ
る
）、
そ
の
複
合
的
来
歴
故
の
宿
命
か
、
あ
る
い
は
本
質
的
に
過
渡
期
的
な
時
代

状
況
の
た
め
か
、
経
済
・
金
融
を
め
ぐ
る
思
想
的
衝
突
は
、
唐
朝
内
部
に
蟠

わ
だ
か
ま

っ
て

い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
資
財
を
愛
惜
し
、
還
俗
を
情
願
す
る
僧
尼
」
た
ち
の
姿
は
、
結
局
捉
え
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
廃
仏
を
潜
り
抜
け
、
自
己
へ
の
内
省
を
深
め
た
禅
僧
た
ち
が
、
こ

の
托
鉢
修
道
会
的
な
課
題
に
相
対
し
、
ど
の
よ
う
な
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
っ
た
の

か
、
知
り
た
い
所
で
あ
る
。
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注①　
岡
田
正
之
「
慈
覚
大
師
の
入
唐
紀
行
に
就
い
て
〔
第
一
・
二
・
三
・
四
回
〕」（『
東
洋
学

報
』
一
一
―
四
、一
二
―
二
・
三
、一
三
―
一
、一
九
二
一
・
二
二
・
二
三
年
）
第
二
編
論
証

‥
第
二 
会
昌
廃
仏
の
始
末
。

②　

亀
川
正
信
「
会
昌
の
廃
仏
に
就
い
て

―
特
に
原
因
の
考
察

―
」（『
支
那
仏
教
史

学
』
六
―
一
、一
九
四
二
年
）、Ken

n
eth

 C
h

‘en
, T
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u
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siatic 

S
tu

d
ies 19, 1956. 

牛
致
功
「
試
論
唐
武
宗
滅
仏
的
原
因
」（『
唐
史
論
叢
』
第
七
輯
、

陝
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
所
収
）。

③　

氣
賀
澤
保
規
「
円
仁
の
入
唐
求
法
の
旅

―
唐
後
半
期
の
社
会
瞥
見
」（
同
『
絢
爛

た
る
世
界
帝
国
―
隋
唐
時
代
』
講
談
社
〈
中
国
の
歴
史
6
〉、二
〇
〇
五
年
‥
第
八
章
）、

石
見
清
裕
「
円
仁
と
会
昌
の
廃
仏
」（
鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
そ
の
時
代
』
高
志
書
院
、

二
〇
〇
九
年
所
収
）。

④　

笠
間
達
男
「
会
昌
廃
仏
と
李
徳
裕
」（『
史
潮
』
六
二
・
六
三
、一
九
五
七
年
）、
西
尾

賢
隆
「
円
仁
の
見
聞
し
た
会
昌
廃
仏
〔
上
・
下
〕」（『
鷹
陵
史
学
』
五
・『
花
園
大
学
研

究
紀
要
』
一
一
、一
九
七
九
・
八
〇
年
）、
袁
剛
「
会
昌
毀
仏
和
李
徳
裕
的
政
治
改
革
」

（『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
八
年
第
四
期
）。

⑤　

渡
辺
孝
「
牛
李
の
党
争
研
究
の
現
状
と
展
望

―
牛
李
党
争
研
究
序
説

―
」（『
史

境
』
二
九
、一
九
九
四
年
）、
孫
敏
『
李
徳
裕
与
牛
李
党
争
』（
四
川
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
）
等
を
参
照
。

⑥　

吉
川
忠
夫
「
裴
休
伝

―
唐
代
の
一
士
大
夫
と
仏
教

―
」（『
東
方
学
報
〈
京
都
〉』

六
四
、一
九
九
二
年
）
は
、
崇
仏
派
官
僚
の
生
涯
（
七
九
一
―
八
六
四
年
）
を
辿
る
巨

篇
で
あ
る
が
、
廃
仏
を
詳
述
（
第
二
章
）、
亡
佚
『
破
胡
集
』
一
巻
〔
会
昌
沙
汰
仏
法

詔
勅
〕（『
新
唐
書
』
巻
五
九
・
芸
文
志
三
・
丙
部
子
録
・
道
家
類
釈
氏
）
の
存
在
も
指

摘
す
る
（
一
六
五
頁
）。

⑦　

本
条
は
前
条
（
十
月
十
三
日
）
よ
り
日
付
が
逆
行
、
翌
八
四
三
年
正
月
「
十
六
日
」

記
事
が
混
入
し
て
、
後
条
（
正
月
十
七
日
）
と
の
錯
乱
が
認
め
ら
れ
る
。
前
掲
岡
田
論

文
（
第
二
回
、
22
―
23
頁
）
及
び
、
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
第
三

巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、一
九
六
七
年
、四
五
九
頁
以
下
、註
16・24
）
に
拠
れ
ば
、八
四
二

年
「
十
月
七
日
」
勅
（「
勅
文
在
別
」
と
あ
る
も
節
録
に
止
ま
っ
た
）
に
見
え
る
件
ん
の

文
言
は
、
宦
官
仇
士
良
に
よ
る
百
日
間
の
執
行
猶
予
を
経
た
、
八
四
三
年
正
月
「
十
六

日
」
勅
及
び
、
左
右
街
功
徳
使
上
奏
文
に
、
繰
返
し
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧　

西
尾
賢
隆
「
会
昌
廃
仏
の
原
因

―
寒
山
の
仏
教
批
判
を
て
が
か
り
に

―
〔
上
・

下
〕」（『
古
代
文
化
』
三
六
―
五
・
一
一
、一
九
八
四
年
）
に
は
、
貪
欲
な
出
家
者
の
、

　
　
　

只
為
愛
銭
財　

只
だ
銭
財
を
愛
す
る
が
為
に

　
　
　

心
中
不
脱
灑　

心
中
に
脱だ
つ

灑し
ゃ

な
ら
ず

　
　
　

作
債
税
牛
犂　

債
を
作な

し
て
牛ぎ

ゆ

犂う
り

を
税
し

　
　
　

爲
事
不
忠
直　

事
を
為
す
に
忠
直
な
ら
ず

　

蓄
財
・
金
融
事
業
を
皮
肉
っ
た
詩
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
寒
山
詩
』〔
二
七
〇
・

二
七
一
〕
入
谷
仙
介
・
松
村
昻
、
禅
の
語
録
13
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
七
〇

―
七
五
頁
）。

　
　

又
、廃
仏
論
に
つ
い
て
は
、吉
川
忠
夫
「
中
国
に
お
け
る
排
仏
論
の
形
成
」（
同
『
六

朝
精
神
史
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
所
収
‥
第
十
四
章
）、
礪
波
護
『
隋
唐
の
仏

教
と
国
家
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
九
年
）、
藤
善
眞
澄
『
隋
唐
時
代
の
仏
教
と
社
会

―
弾
圧
の
狭
間
に
て

―
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
四
年
）
等
を
参
照
。

⑨　

銅
材
・
銅
器
の
鋳
造
・
売
買
・
使
用
禁
止
及
び
、
銅
銭
鋳
潰
し
行
為
（
銷
鋳
〔
鎔
〕）

禁
止
に
関
す
る
法
令
・
記
事
を
掲
げ
る
。

・
開
元
十
七
（
七
二
九
）
年
‥
銅
錫
売
買
・
銅
器
鋳
造
の
禁
、銅
錫
鉛
の
買
付
け
促
進

（『
通
典
』
巻
九
、
食
貨
九
・
銭
幣
下
、「
十
一
年
」
は
誤
り
）。

・
天
宝
十
三
（
七
五
四
）
載
‥
鉛
銅
錫
売
買
の
禁
（『
旧
唐
書
』
巻
一
三
七
、趙
涓
伝
）。

・
大
暦
七
（
七
七
二
）
年
‥
鏡
以
外
の
銅
器
鋳
造
の
禁
（『
冊
府
元
亀
』
巻
五
〇
一
、

邦
計
部
・
銭
幣
三
）。

・
貞
元
九
（
七
九
三
）
年
‥
諸
道
塩
鉄
使
張
滂
「
民
間
、
銅
銭
一
千
文
を
銷
鋳
し
て
銅

六
斤
を
得
、銅
器
に
鋳
直
し
て
一
斤
当
た
り
六
〇
〇
余
文
で
販
売
」
と
報
告
（
同
右
）

・
同
十（
七
九
四
）年
‥
銅
器
鋳
造
・
売
買
の
解
禁
、販
売
銅
器
は
一
斤
当
た
り
一
六
〇

文
〔
開
元
銭
法
定
規
格
〕
以
下
（
同
右
）。

・
元
和
元
（
八
〇
六
）
年
‥
銅
器
使
用
の
禁
（
同
右
）。

・
同
二
（
八
〇
七
）
年
‥
鉛
銅
買
付
け
の
管
理
強
化
（
同
右
）。

・
同
七
（
八
一
二
）
年
‥
破
損
銅
鐘
の
再
鋳
（
同
右
）。

・
同
十
五
（
八
二
〇
）
年
‥
全
国
的
銅
器
買
付
け
と
藩
鎮
兵
員
に
よ
る
供
出
銅
器
銷

鎔
・
銅
銭
鋳
造
（
同
右
）。
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・
宝
暦
元
（
八
二
五
）年
‥
銷
鋳
し
て
仏
像
を
造
る
者
に
私
鋳
銭
刑
罰
を
適
用（
同
右
）。

・
大
和
三
（
八
二
九
）
年
‥
仏
像
製
作
は
鉛
錫
土
木
で
、鏡
・
磬
・
釘
・
鐶
・
鈕
の
み

銅
使
用
を
許
可
（『
新
唐
書
』
巻
五
四
、
食
貨
志
四
）。

・
開
成
三
（
八
三
八
）
年
‥
戸
部
侍
郎
李
珏
「
江
淮
以
南
の
銷
鋳
銅
器
販
売
、利
潤
は

三
〜
四
倍
」
と
証
言
（『
旧
唐
書
』
巻
一
七
六
、
楊
嗣
復
伝
）。

　
　

因
み
に
、
入
唐
よ
り
間
も
無
い
円
仁
も
、
李
徳
裕
治
下
の
揚
州
で
、
断
銅
の
勅
（
売

買
禁
止
）
に
遭
遇
、
民
間
銅
器
の
隆
盛
が
鋳
銭
を
妨
げ
、
六
年
に
一
度
は
発
令
さ
れ
て

い
る
と
説
く
。
更
に
、
五
日
後
に
は
、
破
れ
釜
を
商
人
に
売
却
し
た
開
元
寺
の
僧
貞
順

が
、
断
鉄
に
よ
り
捕
捉
さ
れ
た
（
八
三
八
年
十
一
月
二
日
・
七
日
条
〈
巻
一
〉）。

⑩　

拙
稿
「
円
仁
の
『
日
記
』
を
読
む

―
沙
金
の
消
息

―
」（『
立
命
館
文
学
』

五
六
四
、二
〇
〇
〇
年
）。
な
お
、『
日
記
』
の
沙
金
を
取
り
扱
っ
た
研
究
に
、
齊
藤
圓

眞
「『
巡
礼
行
記
』
に
お
け
る
経
済
問
題
の
再
検
討
」（
初
出
一
九
八
三
年
、同
『
天
台

入
唐
入
宋
僧
の
事
跡
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
、
同
『
渡
海
天
台
僧
の
史

的
研
究
』
同
右
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）
が
あ
る
。

⑪　

E
. O

. R
eisch

au
er, E

n
n

in
’s T

ravels in
 T

’an
g C

h
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a, N
ew

 York, 1955, 
p.237 (T

h
e F

irst B
low

s).

　
　

吉
川
前
掲
論
文
「
裴
休
伝
」（
一
七
八
―
七
九
頁
）
で
は
、
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』

続
集
巻
五
「
寺
塔
記
」
序
、『
廬
山
記
』
巻
一
・
叙
山
北
篇
（
一
五
五
頁
）、「
再
建
円

覚
塔
誌
」（『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
七
五
）、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
九
・
唐
揚
州
西
霊
塔

寺
懐
信
伝
等
を
引
き
、
会
昌
三
年
が
、
僧
尼
整
理
の
み
な
ら
ず
寺
院
破
壊
を
含
む
、
廃

仏
の
節
目
を
な
す
年
で
あ
る
と
論
証
さ
れ
る
。

⑫　

岡
田
前
掲
論
文
（
第
三
回
‥
第
三 

唐
・
回
鶻
の
関
係
）、
安
部
健
夫
『
西
ウ
ィ
グ
ル

国
史
の
研
究
』第
四
章
‥
東
ウ
ィ
グ
ル
帝
国
の
崩
壊
と
そ
の
西
遷（
彙
文
堂
、一
九
五
五

年
）、
羽
田
亨
「
唐
代
回
鶻
史
の
研
究
」
第
三
期
・
第
一
章
‥
烏
介
可
汗
に
属
し
た
る

回
鶻
（『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
』
上
巻
歴
史
篇
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
七
年
所

収
）、
中
島
琢
美
「
南
走
派
ウ
ィ
グ
ル
に
つ
い
て
」・「『
会
昌
一
品
集
』
内
ウ
ィ
グ
ル
関

係
史
料
拔
」・「
南
走
派
ウ
ィ
グ
ル
史
の
研
究
」（『〔
金
沢
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
〕

史
游
』
二
・
六
・
一
二
、一
九
八
〇
・
八
一
・
八
三
年
）、山
田
信
夫
「
遊
牧
ウ
ィ
グ
ル
国
の

滅
亡
」・「
9
世
紀
ウ
ィ
グ
ル
亡
命
移
住
者
集
団
の
崩
壊
」（
同
『
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族

史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
所
収
‥
9
・
10
）、
村
井
恭
子
「
九
世
紀

ウ
ィ
グ
ル
可
汗
国
崩
壊
時
期
に
お
け
る
唐
の
北
辺
政
策
」（『
東
洋
学
報
』
九
〇
―
一
、

二
〇
〇
八
年
）
等
を
参
照
。

　
　

な
お
、
当
問
題
に
対
す
る
李
徳
裕
の
財
政
措
置
は
、
丸
橋
充
拓
『
唐
代
北
辺
財
政
の

研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
一
一
四
頁
〔
表
12
〕・

一
五
四
―
五
五
頁
・
一
六
三
頁
〔
注
51
〕）。

⑬　

森
部
豊
「
藩
鎮
昭
義
軍
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
九
四
年
）・「
唐
沢
潞

昭
義
軍
節
度
使
考

―
中
晩
唐
期
に
お
け
る
唐
朝
と
河
北
藩
鎮
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
初
出
二
〇
〇
二
年
、〔
第
2
節
、昭
義
軍
乱
の
性
格
、（
3
）
劉
稹
の
乱
〈
二
七
六

―
八
二
頁
〉〕）、同
『〔
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
36
〕
ソ
グ
ド
人
の
東
方

活
動
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
歴
史
的
展
開
』
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
〇
年
所
収

‥
補
論
1
・
2
〔
安
史
の
乱
の
終
息
と
昭
義
の
成
立
・
昭
義
を
通
し
て
見
た
唐
朝
と
可

朔
三
鎮
と
の
関
係
〕、
王
国
堯
「
李
徳
裕
与
沢
潞
之
役

―
兼
論
唐
朝
於
9
世
紀
中
所

処
之
政
治
困
局
」（『
唐
研
究
』
一
二
、二
〇
〇
六
年
）
等
を
参
照
。

⑭　

小
野
前
掲
書
、
第
四
巻
（
一
九
六
九
年
）、
四
七
頁
（
註
16
）。

⑮　

同
右
、
四
八
―
四
九
頁
（
註
24
）、
九
一
―
九
三
頁
（
註
3
）
を
参
照
。

⑯　

王
前
掲
論
文
、
七
、
軍
力
与
軍
費
的
問
題
（
五
一
〇
―
一
七
頁
）。

⑰　

傅
璇
琮
・
周
建
国
校
箋
『
李
徳
裕
文
集
校
箋
』（
河
北
教
育
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）、

一
二
一
―
二
二
頁
。

⑱　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
八
、
元
和
七
（
八
一
二
）
年
八
月
条
‥
対
魏
博
強
硬
派
李
吉

甫
に
対
す
る
李
絳
の
反
対
意
見
。

⑲　

同
右
、
巻
二
四
〇
、
元
和
十
二
年
五
月
条
。

⑳　

前
掲
『
李
徳
裕
文
集
校
箋
』、
三
〇
二
―
〇
三
頁
。

㉑　

前
注
⑱
。

㉒　

前
注
⑲
。

㉓　

前
掲
『
校
箋
』、
二
七
三
頁
、「
今
可
汗
与
宰
相
只
有
四
人
、
直
依
此
酬
賞
、
祇
用

二
万
五
千
貫
文
、
比
一
月
供
軍
所
費
五
分
之
一
」。

㉔　

王
前
掲
論
文
、
五
一
六
頁
（
注
一
四
五
）。

㉕　

小
野
前
掲
書
、
第
一
巻
（
一
九
六
四
年
）、
六
六
頁
。

㉖　
『
日
記
』
八
四
〇
年
十
二
月
八
日
（
巻
三
）、
八
四
三
年
七
月
二
十
九
日
・
九
月
十
三

日
・
八
四
五
年
五
月
十
五
日
（
巻
四
）。
小
野
前
掲
書
、
第
三
巻
、
三
二
一
―
二
四
頁

（
註
4
）、同
「
知
玄
と
円
仁

―
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
研
究
の
一
節

―
」（『
東

洋
史
研
究
』
一
五
―
二
、一
九
五
六
年
）、
吉
川
前
掲
論
文
「
裴
休
伝
」、
一
九
九
―
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二
〇
〇
・
二
二
三
―
二
五
・
二
六
七
頁
及
び
、
藤
善
前
掲
書
、
二
三
四
・
三
九
―
四
〇
頁

を
参
照
。

㉗　

塩
鉄
使
管
轄
の
許
、
諸
道
観
察
使
の
銭
坊
（『
新
唐
書
』
巻
五
四
、
食
貨
志
四
）
で

も
、
新
規
鋳
造
さ
れ
た
会
昌
開
元
銭
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
出
土
銭
と
貨
幣
史

―
中

国
貨
幣
史
の
側
か
ら

―
」（『
古
代
文
化
』
四
六
―
四
、一
九
九
四
年
）、
四
一
―
四
三

頁
を
参
照
。

㉘　

注
⑨
参
照
。

㉙　

軽
重
諸
篇
の
成
立
は
、
前
漢
の
文
・
景
・
武
・
昭
帝
期
に
跨
が
り
、
最
も
遅
い
甲
篇

以
下
で
は
、
説
話
的
工
夫
、
通
俗
化
が
目
立
つ
と
さ
れ
る
。
金
谷
治
『
管
子
の
研
究

―
中
国
古
代
思
想
史
の
一
面

―
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
一
三
一
・

一
四
三
・
一
六
〇
―
六
二
・
一
七
三
・
三
三
二
頁
等
を
参
照
。

㉚　

こ
の
件
り
は
、
16
生
産
資
本
・
35
商
品
に
昇
る
、
漢
代
理
財
総
覧
表
と
呼
ぶ
べ
き
長

文
の
一
節
で
あ
る
。
宮
崎
市
定
「
史
記
貨
殖
伝
物
価
考
証
」（
初
出
一
九
五
六
年
、
同

『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
中
巻
、『
同
全
集
』
第
五
巻
所
収
）、
影
山
〔
一
九
六
三
・
九
五
〕、

山
田
〔
一
九
八
八
〕
及
び
「『
史
記
』
貨
殖
列
伝
の
「
節

會
」
に
つ
い
て
」（『
集
刊

東
洋
学
』
五
三
、一
九
八
五
年
）
等
を
参
照
。

　
　

宮
崎
氏
は
、「
併
し
庶
民
の
農
工
商
賈
の
家
で
も
、
銭
万
銭
を
持
っ
て
い
れ
ば
そ
こ

か
ら
二
千
銭
の
利
益
4

4

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。だ
か
ら
百
万
の
資
産
が
あ
れ
ば
年

収
二
十
万
が
普
通
で
、…
…
い
ち
ば
ん
手
濡
ら
さ
ず
に
で
き
る
の
は
現
金
千
貫
（
百
万

銭
）
を
握
っ
て
い
て
、そ
れ
を

會
（
儈
）
に
貸
し
て
二
割
の
利
息
4

4

を
取
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
そ
ん
な
に
多
く
の
資
本
を
是
非
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
は
な
い
。
資
本
は

運
転
次
第
だ
。
手
数
料
を
貪
り
す
ぎ
る
と
運
転
回
数
が
遅
い
か
ら
資
本
が
多
く
要
る
。

薄
利
多
売
で
や
れ
ば
運
転
が
早
い
か
ら
小
資
本
で
す
む
も
の
だ
。だ
か
ら
貪
賈
が
三
回

運
転
す
る
間
に
、廉
賈
は
五
回
の
運
転
を
す
ま
す
」
と
訳
さ
れ
、山
田
氏
〔
一
九
八
五
〕

は
こ
れ
を
踏
ま
え
、

　
　
「
年
間
資
本
回
転
数
四
、商
品
販
売
額
延
べ
百
万
、利
益
率

4

4

4

二
割
、利
益
合
計
二
〇
万

の
（
平
均
的
）
商
人
は
、一
回
目
の
商
品
販
売
額
二
五
万
を
二
〇
万
の
資
本
で
仕
入
れ

る
こ
と
に
な
り
、
同
様
に
（
利
益
額
二
〇
万
の
た
め
に
）
廉
賈
は
利
益
率
一
割
、
回
転

五
回
で
商
品
販
売
額
延
べ
二
百
万
、
資
本
三
六
万
と
な
り
、
貪
賈
は
利
益
率
三
割
、
回

転
三
回
で
商
品
販
売
額
延
べ
約
六
六
万
七
千
、資
本
約
一
五
万
五
千
六
百
と
な
る
」
と

し
た
上
で
、

　
　
「
節
（
も
し
）

會
で
あ
れ
ば
、
貪
賈
は
之
を
三
（
倍
）
に
し
、
廉
賈
は
之
を
五

（
倍
）
に
す
」
と
読
み
、「
貪
賈
は
高
い
仲
介
手
数
料
を
と
る
か
ら
総
額
三
百
万
の
商
品

を
仲
介
す
る
と
年
二
〇
万
の
収
益
と
な
る
。従
っ
て
平
均
的

儈
は
総
仲
介
額
四
百
万

に
つ
き
二
〇
万
の
手
数
料

4

4

4

と
な
る
か
ら
、商
品
一
貫
（
千
銭
）
に
つ
き
五
〇
銭
の
手
数

料
と
な
る
。
同
様
に
貪
賈
で
あ
れ
ば
一
貫
約
六
七
銭
、
廉
賈
は
四
〇
銭
と
な
る
」
と
、

儈
の
仲
介
を
総
覧
表
全
商
品
に
及
ぼ
す
、
新
解
釈
を
示
さ
れ
た
。

　
　

こ
の
数
字
が
符
牒
の
よ
う
に
貫
通
す
る
新
解
釈
に
よ
っ
て
、「
子
貸
」
の
活
動
は
遠

景
に
退
き
、「
二
割
の
利
息
」
は
完
全
に
斥
け
ら
れ
た
。「
二
割
」
は
総
覧
表
に
共
通
す

る
「
収
益
率
」
で
あ
り
（
影
山
〔
一
九
九
五
〕
一
五
九
―
六
〇
頁
）、「
金
・
銭
を
資
本

と
し
て
、
年
間
二
割
の
利
益
を
あ
げ
る
高
利
貸
」（
山
田
〔
二
〇
〇
〇
〕
一
三
八
頁
）

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

な
お
、
影
山
・
山
田
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
影
山
〔
一
九
六
三
〕
三
〇
〇
頁
、

〔
九
五
〕
七
・
一
六
六
頁
、山
田
〔
一
九
八
八
〕
五
―
六
頁
、〔
二
〇
〇
〇
〕
二
四
五
頁
）、

利
率
制
限
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
は
、『
漢
書
』
王
子
侯
表
（
上
・
下
）、

　

・ 

旁
光
侯
殷
‥
元
鼎
元
（
前
一
一
六
）
年
、
坐
貸
子
銭
不
占
租
、
取
息
過
律4

、
会
赦
免
。

　

・ 

陵
郷
侯
訢
‥
建
始
二
（
前
三
一
）
年
、
坐
使
人
傷
家
丞
、
又
貸
穀
息
過
律4

、
免
。

　

で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
律
が
略
年
表
所
掲
、「
貸
銭
它
物
律
」（
前
一
四
年
廃
止
、

山
田
〔
二
〇
〇
〇
〕
二
四
六
頁
、
李
均
明
・
劉
軍
〔
一
九
九
四
〕
四
一
―
四
六
頁
）
に

該
当
す
る
の
か
否
か
、
当
律
の
来
歴
・
内
容
共
に
不
詳
の
た
め
、
全
く
不
明
で
あ
る

（
丞
相
翟
方
進
の
追
加
報
告
に
、「
今
長
安
男
子
李
参
・
索
輔
等
自
言
占
租
貸
…
…
又
聞

三
輔
豪
黠
吏
民
変
出
貸

4

4

4

受
重
質

4

4

不
止
、
疑
郡
国
亦
然
」
と
あ
る
が
、
大
庭
脩
「
肩
水
金

関
出
土
の
永
始
三
年
詔
書
冊
に
つ
い
て
」〈『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
三
三
―
二
、

一
九
八
四
年
〉
は
、
当
該
簡
を
異
質
な
も
の
と
し
て
除
外
さ
れ
て
い
る
）。

　
　

結
局
、
漢
代
の
利
率
は
、
張
家
山
漢
簡
『
算
数
書
』
息
銭
（
前
一
八
六
年
、『
文
物
』

二
〇
〇
〇
年
第
九
期
〈
八
〇
頁
〉、
彭
浩
『
張
家
山
漢
簡
《
算
数
書
》
註
釈
』
科
学
出

版
社
、
二
〇
〇
一
年
〈
六
七
―
六
九
頁
〉）
及
び
、『
九
章
算
術
』
巻
三
衰
分
（
後
一
世

紀
）
例
題
に
見
る
、
月
利
3
％
（
年
利
36
％
）
を
端
的
な
材
料
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

山
田
氏
は
、
古
代
で
通
常
妥
当
と
見
做
さ
れ
た
利
率
を
、
月
利
1.66
〜
2
％
（
年
利
20
〜

24
％
）
程
度
と
さ
れ
る
（〔
二
〇
〇
〇
〕
二
四
五
頁
）。

㉛　
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、一
九
七
八
年
）、六
〇
―
六
一
頁
（
金
布
律
）、

冨
谷
〔
二
〇
〇
六
〕
二
七
二
―
七
五
頁
（
金
布
律
四
二
九
〜
四
三
二
「
受
租
・
質
銭
」）。
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32　

冨
谷
〔
二
〇
〇
六
〕
一
一
九
―
二
〇
頁
。

33　
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』、
二
一
四
―
一
五
頁
（
法
律
答
問
）、
冨
谷
〔
二
〇
〇
六
〕

一
二
二
頁
（
襍
律
一
八
七
）。

34　
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』、一
六
五
頁
（
法
律
答
問
）、冨
谷
〔
二
〇
〇
六
〕
五
四
―
五
五

頁
（
盗
律
七
七
）。

35　

王
彦
輝
「
漢
代
豪
民
私
債
考
評
」（『
中
国
史
研
究
』
一
九
九
四
年
第
二
期
）、七
二
頁

参
照
。
前
掲
「
貸
銭
它
物
律
」
廃
止
を
命
じ
た
「
永
始
三
年
詔
書
冊
」
に
も
、「
与
県
官

並
税
以
成
家
致
富
、
開
並
兼
之
路
…
…
県
官
還
息
与
貸
者
、
它
不
可
許
」
と
見
え
る
。

36　

村
上
光
彦
訳
『
物
質
文
明
・
経
済
・
資
本
主
義
15
―
18
世
紀 

日
常
性
の
構
造
』
2

（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
年
）、
一
九
七
頁
（
紙
幣
と
信
用
用
具
）。

37　

李
均
明
「
居
延
漢
簡
債
務
文
書
述
略
」（『
文
物
』
一
九
八
六
年
第
一
一
期
）、
角
谷

常
子
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
売
買
関
係
簡
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
東
洋
史
研
究
』

五
二
―
四
、一
九
九
四
年
）、
籾
山
明
『
漢
帝
国
と
辺
境
社
会

―
長
城
の
風
景
』（
中

央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
第
五
章
（
1
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
）
等
を
参
照
。

38　

影
山
〔
一
九
九
五
〕
Ⅰ
・
Ⅲ
（
一
二
五
―
二
六
・
三
四
・
三
七
―
四
〇
頁
）・Ⅳ
（
一
五
三

―
五
五
頁
）・
Ⅴ
（
一
八
一
―
八
五
頁
）・
Ⅵ
（
一
八
七
―
九
一
頁
）・
Ⅶ
章
を
参
照
。

39　

梅
原
〔
一
九
八
七
〕、同
『
宋
と
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
』（
中
公
公
論
社
〈
世
界
の
歴
史

7
〉、
一
九
九
七
年
）、
三
一
八
―
二
一
頁
参
照
。
利
率
は
月
利
2.5
〜
3
％
台
（
基
本
単

位
‥
1
銀
錠
＝
50
両
、
1
両
＝
10
銭
）、
又
、
ウ
イ
グ
ル
農
村
で
は
、
穀
物
な
ど
の
貸

借
は
、
倍
返
し
（
100
％
）
が
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
（
三
二
〇
頁
）。

40　

道
端
〔
一
九
三
三
〕
一
〇
一
―
〇
三
頁
、〔
一
九
六
七
〕
四
6
（
貧
民
救
済
の
金
融

事
業
）
及
び
、同
『
中
国
仏
教
社
会
経
済
史
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、一
九
八
三
年
）、

一
章
「
中
国
仏
教
史
に
お
け
る
寺
院
経
済
の
研
究
」（
七
‥
無
尽
）、三
章
「
無
尽
の
研

究
」
を
参
照
。

41　

道
端
〔
一
九
六
七
〕
一
一
四
頁
、吉
川
忠
夫
『
読
書
雑
誌

―
中
国
の
史
書
と
宗
教

を
め
ぐ
る
十
二
章
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
六
八
頁
（
第
十
章 

償
債
と
謫

仙
）
訳
文
に
拠
る
。
な
お
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
禅
録
の
「
還
債
」
の
後
に
、
末
法
意
識

に
代
わ
る
現
実
主
義
的
な
新
思
潮
を
見
出
さ
れ
て
い
る
（「
唐
末
五
代
の
河
北
地
方
に

於
け
る
禅
宗
興
起
の
歴
史
的
社
会
的
事
情
に
つ
い
て
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

二
五
、一
九
六
〇
年
）。

42　

大
黒
俊
二
「
中
・
近
世
イ
タ
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
金
融
―
対
立
と
共
存
を
こ
え
て
―
」

（『
関
学
西
洋
史
論
集
』
二
八
、二
〇
〇
五
年
）、『
嘘
と
貪
欲

―
西
欧
中
世
の
商
業
・

商
人
観
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
四
〇
―
四
二
・
八
四
・

一
六
六
・
一
八
〇
・
二
三
九
頁
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ゴ
フ
（
池
上
俊
一
・
梶
原
洋
一
訳
）

『
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
も
参
照
。

43　

礪
波
前
掲
書
（
一
六
四
―
七
〇
頁
）、
藤
善
前
掲
書
（
五
七
頁
）
参
照
。

44　

塚
本
〔
一
九
三
七
〕、
道
端
〔
一
九
六
七
〕
一
〇
二
―
〇
八
頁
参
照
。

45　

井
原
今
朝
男
『
中
世
の
借
金
事
情
』（
吉
川
弘
文
館
〈
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉、

二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
日
本
の
中
世
社
会
に
お
い
て
、
利
率
制
限
規
定
は
無
か
っ
た
も

の
の
、古
代
の
利
一
倍
法
（
銭
貨
の
場
合
は
半
倍
法
）
の
流
れ
を
汲
み
、利
息
は
四
八
〇

日
限
り
（
銭
貨
は
一
年
）、
本
銭
の
倍
額
（
銭
貨
は
半
額
）
以
上
に
は
増
殖
し
な
い
総

量
規
制
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、Lien

-S
h

en
g Yan
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ey an
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R
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）
を
参
照
。

46　

羅
〔
二
〇
〇
八
〕
九
―
一
一
頁
。
本
書
は
、
同
〔
二
〇
〇
五
〕
と
併
せ
、
当
該
分
野

に
お
け
る
最
新
の
卓
れ
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
な
お
、田
名
網
宏
「
日
唐
雑
令
の
出
挙

条
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
三
〇
三
、一
九
七
三
年
）、唐
長
孺
「
南
朝
的
屯
、邸
、

別
墅
及
山
沢
占
領
」（
同
『
山
居
存
稿
』
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
所
収
、
五
―
六
頁
）

を
参
照
。

47　

羅
〔
二
〇
〇
八
〕
乙
編
‥
営
運
管
理
篇
、
第
一
章
「
放
貸
機
構
与
経
営
方
式
」
第

一
・
二
節
（
京
司
官
本
的
管
理
・
地
方
的
専
営
官
司
〈
三
三
八
―
六
七
頁
〉）。

48　

同
右
、
第
三
節
（
捉
銭
者
的
身
分
特
徴
〈
三
六
七
―
四
〇
七
頁
〉）。

49　

同
右
、
付
録
「
官
本
総
表
」（
五
八
五
―
六
一
〇
頁
）
参
照
。
李
徳
裕
の
事
例
は
、

『
新
唐
書
』
巻
一
八
〇
、
同
伝
に
、「
始
、（
中
書
・
門
下
）
二
省
符
江
淮
大
賈
、
使
主

堂
廚
食
利
、
因
是
挾
貲
行
天
下
、
所
至
州
鎮
為
右
客
、
富
人
倚
以
自
高
。
徳
裕
一
切
罷

之
」
と
あ
り
、
同
年
八
月
勅
（『
冊
府
元
亀
』
巻
五
〇
七
、
邦
計
部
・
俸
禄
三
等
）
の

発
布
を
見
た
の
で
あ
る
（
羅
書
、
三
八
九
・
三
九
七
・
四
〇
三
・
四
一
五
・
四
二
七
頁
）。

50　

高
橋
継
男
「
唐
後
期
に
お
け
る
商
人
層
の
入
仕
に
つ
い
て
」（『〔
東
北
大
学
〕
日
本

文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
一
七
、一
九
八
一
年
）
参
照
。

51　

羅
〔
二
〇
〇
八
〕
甲
編
‥
放
貸
実
況
篇
、
第
一
章
「
唐
前
期
的
公
廨
本
銭
及
其
演

変
」
第
三
節
（
公
廨
本
銭
数
之
分
析
〈
五
九
―
六
四
頁
〔
表
二
・
三
〕〉）。
王
仲
犖
『
敦

煌
石
室
地
志
残
巻
考
釈
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
―
七
五
頁
）
参
照
。
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52　

羅
〔
二
〇
〇
八
〕
甲
篇
‥
第
二
章
「
食
利
本
銭
在
唐
後
期
的
推
広
運
用
」
第
二
節

（
安
史
乱
後
食
本
的
発
展
〈
一
三
三
―
三
七
頁
〔
表
十
六
〕〉）。

53　

同
右
、
第
三
章
「
其
他
諸
色
官
本
的
設
置
」（
一
九
九
―
二
九
七
頁
）。

54　

同
右
、
乙
篇
‥
第
一
章
・
第
四
節
（
経
営
方
式
与
欠
利
問
題
〈
四
三
一
―
四
九
頁

〔
表
二
十
〕〉）、
同
〔
二
〇
〇
五
〕
第
五
章
「
借
貸
之
期
限
、
数
量
与
利
息
」
第
三
節

（
借
貸
之
利
息
〈
二
五
二
―
八
一
頁
〔
表
5
―
16
〕〉）・
付
表
七
「
伝
統
文
献
借
貸
利
息

表
」（
四
一
五
―
一
七
頁
）
及
び
、Yan

g, ibid
., pp.95-96

（10.14-15

）
を
参
照
。

55　

羅
〔
二
〇
〇
五
〕
二
六
三
頁
、〔
二
〇
〇
八
〕
四
三
九
頁
。

56　

仁
井
田
陞
・
池
田
温
『
唐
令
拾
遺
補

―
付
唐
日
両
令
対
照
一
覧
』（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
七
年
）、
雑
令
一
七
〔
開
二
五
〕（
一
四
七
七
頁
）、
黄
正
建
「
天
聖
雑

令
復
原
唐
令
研
究
」（『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証

―
付
唐
令
復
原
研
究
』
下

冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）、
復
元
37
（
宋
24
）
及
び
、
羅
〔
二
〇
〇
八
〕

四
三
五
頁
。

57　

陶
〔
一
九
七
八
〕、
加
藤
〔
一
九
五
三
〕、
仁
井
田
〔
一
九
八
〇
〕
第
三
部
・
第
十

章
・
第
七
節
（
中
国
古
代
の
「
恩
赦
」
と
日
本
の
「
徳
政
」）
参
照
。

58　

当
宝
暦
元
年
の
規
定
は
、「
元
和
十
四
（
八
一
九
）
年
七
月
二
十
三
日
上
尊
号
赦
」

（『
文
苑
英
華
』
巻
四
二
二
）
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
（
陶
〔
一
九
七
八
〕
六
頁
）、
他

と
異
な
っ
て
諸
条
件
が
付
随
す
る
が
、「
出
利
過
本
両
倍
」
も
元
本
の
三
倍
、利
息
200
％

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
日
野
開
三
郎
「『
倍
』
と
『
分
』」（『
同
東
洋
史
学
論
集 

第

十
三
巻 

農
村
と
都
市
』
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
所
収
）
参
照
。

59　

羅
〔
二
〇
〇
八
〕
四
四
二
―
四
五
・
五
六
二
頁
参
照
。

60　
「
有
勅
、
分
欠
（
？
）
百
司
判
（
利
？
）
銭
、
随
官
尊
卑
、
納
銭
多
少
、
用
宛
打
潞

府
兵
粮
、
諸
道
州
府
官
、
皆
同
此
例
」（
八
四
四
年
七
月
十
五
日
〈
巻
四
〉）。

61　

羅
〔
二
〇
〇
八
〕
一
九
七
―
九
八
・
四
〇
四
―
〇
五
頁
。

62　

日
野
〔
一
九
八
二
〕「
唐
代
便
換
考
」・「
唐
代
の
寄
附
鋪
と
櫃
坊

―
首
都
長
安
の

金
融
業
者
」
及
び
、
同
『
続
唐
代
邸
店
の
研
究
』（『
同
東
洋
史
学
論
集 

第
十
八
巻
』

三
一
書
房
、
一
九
九
二
年
所
収
）、
九
「
邸
店
と
権
力
」（
Ⅴ
〈
2
〉
富
民
影
庇
の
盛
行

と
邸
店
戸
）
等
を
参
照
。

63　

前
掲
「
円
仁
の
見
聞
し
た
会
昌
廃
仏
〔
上
〕」
一
〇
一
頁
。

64　

前
掲
『
唐
令
拾
遺
補
』、
18
（
一
〇
〇
四
頁
）、
三
浦
周
行
「
僧
尼
に
関
す
る
法
制
の

起
源
」（
同
『
法
制
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
九
年
所
収
）、
一
一
二
八
頁
、
鄭

顕
文
『
唐
代
律
令
制
研
究
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
第
六
章
「
律
令
制

下
的
唐
代
仏
教
」
第
四
節
（
唐
代
《
道
僧
格
》
及
其
復
原
之
研
究
）、
三
〇
五
頁
。

　
　

な
お
、
黒
田
俊
雄
氏
に
拠
れ
ば
、「
僧
尼
令
」
下
の
日
本
で
、
八
世
紀
末
に
は
、
大

安
寺
の
修
多
羅
衆
分
の
銭
に
よ
る
出
挙
の
実
施
例
が
『
日
本
霊
異
記
』（
中
巻
、
24
・

28
）
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
（『
寺
社
勢
力

―
も
う
一
つ
の
中
世
社
会

―
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
頁
）。

65　

道
端
〔
一
九
三
三
〕
一
一
八
―
二
〇
頁
（
六
註
6
・
8
―
13
）。

66　

三
島
〔
一
九
四
〇
〕
註
9
・
11
・
15
・
28
―
30
・
32
―
33
。

67　

E
. O

. R
eisch

au
er, E

n
n

in
’s D

iary: th
e R

ecord
 of a P

ilgrim
age to C

h
in

a 

in
 S

earch
 of th

e L
ow

, N
ew

 York, 1955

は
、th

e M
on

astery S
tew

ard (庫
司

), th
e M

on
astery

（M
on

astic

）L
ivin

g qu
arters (寺

庫

・庫
頭

), th
e L

ivin
g 

qu
arters cloister (庫

院
), th

e S
toreh

ou
se (庫

)

等
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

68　

前
掲
『
校
箋
』、二
二
一
―
二
二
頁
、「
論
両
京
及
諸
道
悲
田
坊
」。
道
端
〔
一
九
六
七
〕

一
八
〇
―
八
二
頁
、
吉
川
前
掲
「
裴
休
伝
」
一
九
七
頁
、
羅
〔
二
〇
〇
八
〕
二
五
二
―

六
一
頁
（
病
坊
本
銭
）
等
を
参
照
。

69　

拙
稿「
短
陌
慣
行
の
再
検
討

―
唐
末
五
代
時
期
に
お
け
る
貨
幣
使
用
の
動
向
と
国

家

―
」（『
立
命
館
文
学
』
四
七
五
・
四
七
六
・
四
七
七
、一
九
八
五
年
）、
一
五
七
頁
。

同
「
銅
銭
を
束
ね
る

―
中
国
貨
幣
史
の
た
め
の
覚
書

―
」（
同
四
九
三
・

四
九
四
・
四
九
五
、一
九
八
六
年
、
一
八
〇
頁
）・「
唐
代
の
除
陌
銭
に
つ
い
て
」（
同

五
三
七
、一
九
九
四
年
、
一
六
五
頁
）・「
宋
代
貨
幣
シ
ス
テ
ム
の
継
ぎ
目

―
短
陌
慣

行
論
」（
伊
原
弘
編
『
宋
銭
の
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
所
収
、
五
二
頁
）
等

を
参
照
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


